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昭
二
〇
・
一
〇
・
二
九

我
が
国
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
諸
問
題

…
…

民
主
政
が
民
の
た、

め、

の、

政
治
た
る
よ
り
も
、
民
に、

よ、

る、

政
治
を
必

須
要
件
と
す
る
以
上
、
天
皇
が
大
権
の
下
に
政
治
的
決
断
を
最
後
的
に
決
定
す
る
の
で
は
―
―
よ
し
そ
れ
が
今
度
の
終
戦
の
場
合
の
ご
と

く
結
果
的
に
国
民
の
福
祉
に
な
つ
た
場
合
で
も
―
―
如
何
に
し
て
も
民
主
制
の
根
本
原
則
に
反
す
る
。（
丸
山
1998:8）

第
一
節

序
論

本
稿
の
目
的
は
、
な、

ぜ、

民、

主、

主、

義、

が、

望、

ま、

し、

い、

の、

か、

、
民
主
主
義
の
思
想
的
基
礎
を
探
究
す
る
こ
と
で
あ
(１
)
る
。
民
主
主
義
に
は
様
々
な
定

義
が
あ
る
が
、
無
用
な
異
論
が
で
な
い
よ
う
に
、
政
治
共
同
体
に
属
す
る
す
べ
て
の
成
年
構
成
員
が
参
政
権
を
有
す
る
政
治
体
制
で
あ
る
と

抽
象
的
に
定
義
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

周
知
の
よ
う
に
、
西
洋
政
治
思
想
史
の
長
い
伝
統
で
は
、
民
主
主
義
と
い
う
言
葉
は
「
は
な
は
だ
い
か
が
わ
し
い
言
葉
」
で
あ
り
、
そ
れ

が
肯
定
的
に
評
価
さ
れ
る
に
は
第
一
次
世
界
大
戦
を
ま
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
福
田
1977:3）。
そ
の
後
、
第
二
次
世
界
大
戦
に
お
い
て

民
主
主
義
が
全
体
主
義
に
た
い
す
る
勝
利
を
収
め
、
民
主
主
義
の
思
想
的
優
位
が
確
立
し
た
。
そ
の
結
果
、
い
か
な
る
民
主
主
義
が
望
ま
し

い
か
―
―
エ
リ
ー
ト
民
主
主
義
か
参
加
民
主
主
義
か
、
多
数
型
民
主
主
義
か
合
意
型
民
主
主
義
か
、
等
々
―
―
と
い
う
論
争
は
生
じ
て
も
、

そ
も
そ
も
民
主
主
義
が
望
ま
し
い
か
否
か
は
問
題
に
さ
れ
な
か
っ
た
。
共
産
主
義
諸
国
で
す
ら
「
人
民
民
主
主
義
」
を
掲
げ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
近
年
、
民
主
主
義
体
制
の
外
部
で
は
権
威
主
義
体
制
、
民
主
主
義
体
制
の
内
部
で
は
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
や
テ
ク
ノ
ク
ラ
シ
ー
が
台
頭

し
、
民
主
主
義
の
基
礎
が
揺
ら
ぎ
始
め
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
民
主
主
義
の
思
想
的
基
礎
を
固
め
直
す
必
要
が
生
じ
て
い
る
。
民
主
主
義
の

思
想
的
基
礎
が
活
発
に
議
論
さ
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
た
め
に
ほ
か
な
ら
な
い
（
福
家
2022:5-6）。

現
代
政
治
理
論
で
は
、
民
主
主
義
の
思
想
的
基
礎
は
、
道、

具、

的、

価、

値、

（
instrum
entalvalue）
vs.
内、

在、

的、

価、

値、

（
intrinsicvalue）
な

い
し
非
道
具
的
価
値
（
non-instrum
entalvalue）
と
い
う
枠
組
み
で
議
論
さ
れ
て
き
(２
)
た
。
民
主
主
義
の
道
具
的
価
値
論
は
、
民
主
主
義
的
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意
思
決
定
手
続
き
が
正
し
い
決
定
を
も
た
ら
す
が
ゆ
え
に
民
主
主
義
は
望
ま
し
い
と
す
る
（
手
段
と
し
て
の
民
主
主
義
）。
他
方
、
民
主
主
義

の
内
在
的
価
値
論
は
、
民
主
主
義
的
意
思
決
定
手
続
き
そ
れ
自
体
が
望
ま
し
い
と
す
る
（
目
的
と
し
て
の
民
主
主
義
）。
シ
モ
ー
ヌ
・
チ
ェ
ン

バ
ー
ス
の
『
現
代
民
主
主
義
論
』（
二
〇
二
四
年
）
の
前
半
で
は
、
道
具
的
価
値
と
内
在
的
価
値
と
い
う
枠
組
み
で
民
主
主
義
の
価
値
論
争
が

整
理
さ
れ
て
い
る
（
Cham
bers
2024:Chapters
2-7.cf.粟
田
／
山
口
2025）。
ま
た
、
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
哲
学
百
科
事
典
の
「
民
主
主

義
」
の
項
目
で
も
、
民
主
主
義
の
正
当
化
論
が
道
具
的
価
値
と
内
在
的
価
値
・
非
道
具
的
価
値
と
い
う
二
分
法
で
整
理
さ
れ
て
い
る

（
Christiano
and
Bajaj2024
[2006]）。

と
こ
ろ
で
、
私
は
『
政
治
研
究
』
第
五
二
号
に
「
市
民
自
治
と
自
己
決
定
の
理
念
」（
二
〇
〇
五
年
）
を
掲
載
し
、
民
主
主
義
の
思
想
的
基

礎
を
集
合
的
自
己
決
定
に
求
め
た
（
岡
﨑
2005）。
し
か
し
そ
の
後
、
民
主
主
義
の
価
値
論
争
を
通
じ
て
民
主
主
義
の
思
想
的
基
礎
に
関
す

る
政
治
理
論
が
発
展
し
た
た
め
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
「
市
民
自
治
と
自
己
決
定
の
理
念
」
に
お
け
る
集
合
的
自
己
決
定
論
を
発
展
さ
せ
る
こ

と
に
し
た
い
。
本
稿
で
は
、
ま
ず
民
主
主
義
の
道
具
的
価
値
論
（
認
識
的
民
主
主
義
論
、
平
和
的
民
主
主
義
論
）
と
民
主
主
義
の
内
在
的
価

値
論
（
平
等
的
民
主
主
義
論
、
自
由
的
民
主
主
義
論
）
と
の
論
争
を
整
理
・
検
討
し
た
い
（
第
二
節
・
第
三
(３
)
節
）。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
民
主

主
義
の
価
値
論
争
を
踏
ま
え
、
民
主
主
義
の
思
想
的
基
礎
と
し
て
、
決
定
の
影
響
を
受
け
る
者
す
べ
て
が
決
定
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
す
べ

き
で
あ
る
と
い
う
集
合
的
自
己
決
定
論
を
提
示
し
た
い
（
第
四
節
）。

第
二
節

民
主
主
義
の
道
具
的
価
値
論

民
主
主
義
の
道
具
的
価
値
論
は
、
民
主
主
義
の
内
在
的
価
値
論
と
は
違
い
、
民
主
主
義
を
目
的
と
し
て
擁
護
す
る
の
で
は
な
く
、
あ
る
目

的
の
た
め
の
手
段
と
し
て
擁
護
す
る
。
そ
れ
ら
の
目
的
に
は
多
種
多
様
な
も
の
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
有
益
な
結
果
と
市
民
の
教
育
（
ミ
ル

2019:50-64）、
正
義
と
幸
福
（
ブ
ラ
イ
ス
1929:63）、
社
会
主
義
（
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
1974:188）
な
ど
で
あ
(４
)
る
。
現
代
政
治
理
論
に
お
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い
て
も
、
こ
れ
ら
の
道
具
的
価
値
論
が
否
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
議
論
の
中
心
に
あ
る
の
は
認
識
的
民
主
主
義
論
と
平
和
的
民

主
主
義
論
で
あ
(５
)
る
。

１

認
識
的
民
主
主
義
論

認
識
的
民
主
主
義
（
epistem
icdem
ocracy）
論
と
は
、
民
主
主
義
は
他
の
政
治
体
制
に
比
べ
て
正
し
い
決
定
を
も
た
ら
し
や
す
い
が
ゆ

え
に
望
ま
し
い
と
す
る
議
論
で
あ
(６
)
る
。
そ
の
嚆
矢
と
な
っ
た
の
は
、
ジ
ョ
シ
ュ
ア
・
コ
ー
エ
ン
の
「
民
主
主
義
の
認
識
的
構
想
」（
一
九
八
六

年
）
で
あ
る
（
Cohen
1986.cf.Estlund
and
Landem
ore2018:114）。
そ
の
後
、
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
Ｍ
・
エ
ス
ト
ラ
ン
ド
が
『
民
主
的
権

威
―
―
哲
学
的
枠
組
み
』（
二
〇
〇
八
年
）
に
お
い
て
認
識
的
民
主
主
義
論
を
発
展
さ
せ
た
。
エ
ス
ト
ラ
ン
ド
に
よ
れ
ば
、
規
範
的
民
主
主
義

論
は
民
主
主
義
の
手
続
的
価
値
を
重
視
し
て
き
た
。
そ
の
一
つ
で
あ
る
「
公
正
な
手
続
主
義
」（
fairproceduralism
）
は
、
民
主
主
義
が
正

統
性
・
権
威
性
を
有
す
る
の
は
そ
れ
が
公
正
な
手
続
き
で
あ
る
か
ら
だ
と
す
る
が
、
コ
イ
ン
ト
ス
に
よ
る
決
定
も
許
容
し
て
し
ま
い
、
民
主

主
義
を
正
当
化
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
れ
に
た
い
し
て
、
エ
ス
ト
ラ
ン
ド
の
「
認
識
的
手
続
主
義
」（
epistem
icproceduralism
）
は
、

民
主
主
義
の
認
識
的
価
値
を
重
視
す
る
。
民
主
主
義
が
正
統
性
・
権
威
性
を
有
す
る
の
は
、
投
票
に
よ
っ
て
法
や
公
職
者
を
決
定
し
た
ほ
う

が
、
コ
イ
ン
ト
ス
に
よ
っ
て
決
定
す
る
よ
り
も
正
し
い
決
定
を
す
る
傾
向
が
あ
る
か
ら
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
だ
が
、
正
し
い
決
定
を
で
き

る
の
は
む
し
ろ
エ
ピ
ス
ト
ク
ラ
シ
ー
（
知
者
統
治
）
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
エ
ス
ト
ラ
ン
ド
は
「
適
格
な
受
容
可
能
性
の
要
件
」

（
qualified
acceptability
requirem
ent）
に
訴
え
か
け
て
、
エ
ピ
ス
ト
ク
ラ
シ
ー
を
退
け
る
。
エ
ス
ト
ラ
ン
ド
に
よ
れ
ば
、
専
門
的
知
識

が
あ
る
か
ら
政
治
的
権
威
を
持
つ
（
べ
き
だ
）
と
い
う
推
論
は
「
専
門
家
＝
支
配
者
の
誤
謬
」（
expert/boss
fallacy）
で
あ
る
。
ま
た
、

教
育
を
受
け
た
人
々
は
特
定
の
社
会
集
団
に
偏
っ
て
い
る
た
め
、
認
識
的
価
値
を
損
な
い
か
ね
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
エ
ピ
ス
ト
ク
ラ
シ
ー
は
、

適
格
な
受
容
可
能
性
の
要
件
か
ら
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
（
Estlund
2008,esp.Chapters1,6,11.cf.田
畑
2017;

Cham
bers
2024:120-122
(７
)）。
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そ
の
後
、
認
識
的
民
主
主
義
論
を
発
展
さ
せ
た
の
が
、
エ
レ
ー
ヌ
・
ラ
ン
デ
モ
ア
の
『
民
主
的
理
性
―
―
み
ん
な
で
決
め
る
政
治
の
正
し

さ
』（
二
〇
一
三
年
）
で
あ
る
。
ラ
ン
デ
モ
ア
に
よ
れ
ば
、
民
主
主
義
的
意
思
決
定
手
続
き
は
、「
愚
か
な
多
数
者
に
よ
る
支
配
」
と
い
う
偏

見
と
は
裏
腹
に
、
政
治
的
に
正
し
い
決
定
を
も
た
ら
し
や
す
い
。
そ
こ
で
は
、「
包
摂
的
な
熟
議
」
と
「
多
数
決
」
と
い
う
二
つ
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
に
よ
り
、
十
分
な
「
認
知
的
多
様
性
」（
cognitive
diversity）
が
確
保
さ
れ
る
た
め
、
人
民
の
集
合
知
と
し
て
の
「
民
主
的
理
性
」

（
dem
ocraticreason）
が
育
ま
れ
や
す
い
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
、
包
摂
的
な
熟
議
も
多
数
決
も
、
そ
れ
が
う
ま
く
働
く
適
切
な
条
件
の
下

で
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
し
た
条
件
の
下
で
あ
れ
ば
、
民
主
主
義
的
意
思
決
定
手
続
き
は
、
エ
ピ
ス
ト
ク
ラ
シ
ー
な
ど
の
非
民

主
主
義
的
意
思
決
定
手
続
き
に
比
べ
て
、
認
識
的
に
優
れ
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
発
揮
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
（
Landem
ore
2013
=

2025）。
ラ
ン
デ
モ
ア
に
よ
れ
ば
、
民
主
主
義
の
認
識
的
次
元
に
目
を
向
け
た
の
が
エ
ス
ト
ラ
ン
ド
で
あ
る
が
、
エ
ス
ト
ラ
ン
ド
は
熟
議
に
は
「
情

報
を
共
有
す
る
特
性
」
が
あ
る
と
想
定
し
た
に
と
ど
ま
る
（
Landem
ore
2013:6,48
=
2025:
上
21,91）。
こ
れ
に
た
い
し
て
ラ
ン
デ
モ

ア
は
、
ル
ー
・
ホ
ン
と
ス
コ
ッ
ト
・
ペ
イ
ジ
の
「
多
様
性
は
能
力
に
勝
る
定
理
」（
D
iversity
T
rum
psA
bility
T
heorem
）
と
い
う
Ｄ
Ｔ

Ａ
定
理
に
依
拠
す
る
。
た
だ
し
、
シ
モ
ー
ヌ
・
チ
ェ
ン
バ
ー
ス
に
よ
れ
ば
、
ラ
ン
デ
モ
ア
は
単
に
Ｄ
Ｔ
Ａ
定
理
に
依
拠
し
た
の
で
は
な
く
、

そ
れ
を
民
主
主
義
に
親
和
的
な
も
の
へ
と
拡
張
し
た
。
第
一
に
、
Ｄ
Ｔ
Ａ
定
理
に
「
民
主
的
包
摂
性
」
を
組
み
込
ん
だ
こ
と
（「
数
は
能
力
に

勝
る
」（
N
um
berT
rum
psA
bility
T
heorem
）（
Landem
ore2013:104=
2025:
上
192））。
第
二
に
、
Ｄ
Ｔ
Ａ
定
理
に
「
熟
議
」
を

組
み
込
ん
だ
こ
と
。
そ
し
て
第
三
に
、
Ｄ
Ｔ
Ａ
定
理
に
「
抽
選
」
を
組
み
込
ん
だ
こ
と
で
あ
る
（
Cham
bers2024:113-114）。
そ
の
後
、
ラ

ン
デ
モ
ア
は
、
こ
う
し
た
『
民
主
的
理
性
』
の
延
長
線
上
に
『
開
放
的
民
主
主
義
―
―
二
一
世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い
人
民
に
よ
る
統
治
の
再
創

造
』（
二
〇
二
〇
年
）
を
公
刊
し
、
抽
選
制
な
ど
を
組
み
込
ん
だ
「
開
放
的
民
主
主
義
」
の
構
想
を
提
示
し
て
い
る
（
Landem
ore
2020
(８
)）。
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２

平
和
的
民
主
主
義
論

民
主
主
義
を
道
具
論
的
に
正
当
化
す
る
も
う
一
つ
の
重
要
な
理
論
は
、
平
和
的
民
主
主
義
（
pacificdem
ocracy）
論
で
あ
る
（
共
有
さ

れ
た
概
念
が
な
い
た
め
、
私
が
名
付
け
た
も
の
で
あ
る
）。

⑴

平
和
的
政
権
交
代
論

そ
の
う
ち
、
民
主
主
義
は
暴
力
革
命
や
ク
ー
デ
タ
ー
を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
望
ま
し
い
と
す
る
の

が
、
平
和
的
政
権
交
代
（
peacefulalternation
ofpow
er）
論
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
民
主
主
義
以
外
の
体
制
で
は
、
平
和
的
な
政
権

交
代
が
困
難
で
あ
る
が
、
民
主
主
義
は
平
和
的
な
政
権
交
代
を
可
能
に
し
、
暴
力
革
命
や
ク
ー
デ
タ
ー
と
い
っ
た
暴
力
を
回
避
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

カ
ー
ル
・
ポ
パ
ー
は
「
民
主
主
義
の
理
論
に
つ
い
て
」（
一
九
八
七
年
）
に
お
い
て
、
民
主
主
義
の
意
義
を
「
流
血
な
し
の
政
権
の
解
任
」

に
求
め
て
い
る
。
ポ
パ
ー
に
よ
れ
ば
、
民
主
主
義
の
意
義
は
、
投
票
に
よ
り
流
血
な
し
に
政
権
を
解
任
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
し
た
解

任
の
可
能
性
が
あ
れ
ば
、
ど
ん
な
政
権
で
も
、
有
権
者
を
満
足
さ
せ
る
よ
う
に
行
動
す
る
強
い
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
持
つ
か
ら
で
あ
る
。
ポ

パ
ー
は
、
こ
う
し
た
民
主
主
義
論
に
基
づ
い
て
比
例
代
表
制
＝
多
党
制
を
批
判
す
る
。
比
例
代
表
制
で
は
多
党
制
に
な
り
、
政
権
の
樹
立
が

難
し
く
な
る
だ
け
で
な
く
、
政
権
の
解
任
も
難
し
く
な
る
、
と
（
Popper
1987
=
2013）。

ア
ダ
ム
・
プ
シ
ェ
ヴ
ォ
ス
キ
は
「
民
主
主
義
の
最
小
主
義
的
定
義
―
―
一
つ
の
擁
護
」（
一
九
九
九
年
）
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
ポ
パ
ー
の

基
準
（
最
小
主
義
）
に
依
拠
し
て
民
主
主
義
を
擁
護
し
て
い
る
。
プ
シ
ェ
ヴ
ォ
ス
キ
は
、
ヨ
ー
ゼ
フ
・
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
に
倣
い
、
民
主
主

義
と
は
統
治
者
を
選
挙
で
選
出
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
と
定
義
す
る
。
そ
う
し
た
意
味
で
の
民
主
主
義
は
、
ど
の
よ
う
に
正
当
化
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
プ
シ
ェ
ヴ
ォ
ス
キ
に
よ
れ
ば
、
統
治
者
を
選
挙
で
選
出
し
た
と
し
て
も
、
決
定
が
合
理
的
に
な
っ
た
り
、
政
府

の
代
表
性
が
確
保
さ
れ
た
り
、
所
得
の
分
配
が
平
等
に
な
っ
た
り
す
る
わ
け
で
は
な
い
た
め
、
こ
れ
ら
の
基
準
で
民
主
主
義
を
正
当
化
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
ポ
パ
ー
が
言
う
よ
う
に
、
統
治
者
を
選
挙
で
選
出
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
暴
力
を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き

る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
抽
選
に
よ
っ
て
政
権
交
代
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
だ
け
で
も
、
各
政
治
勢
力
は
ル
ー
ル
を
遵
守
す
る
よ
う
に
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な
り
、
政
権
を
担
う
勢
力
も
節
度
を
保
つ
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
選
挙
が
行
わ
れ
れ
ば
、
投
票
結
果
を
通
じ
て
力
関
係
が
明
ら
か

と
な
る
た
め
、
勝
者
も
敗
者
も
ル
ー
ル
違
反
や
暴
力
の
行
使
を
控
え
る
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
て
プ
シ
ェ
ヴ
ォ
ス
キ
は
、
ポ
パ
ー

の
最
小
主
義
的
な
基
準
に
よ
っ
て
、
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
の
最
小
主
義
的
な
民
主
主
義
の
構
想
を
擁
護
す
る
の
で
あ
る
（
Przew
orski1999.

cf.Przew
orski2018:113-118
=
2021:151-157
(９
)）。

最
近
で
は
、
デ
ィ
ミ
ト
リ
・
ラ
ン
ダ
と
ラ
イ
ア
ン
・
ペ
ブ
ニ
ッ
ク
が
『
代
議
制
民
主
主
義
―
―
一
つ
の
正
当
化
論
』（
二
〇
二
五
年
）
に
お

い
て
、
こ
う
し
た
平
和
的
政
権
交
代
論
を
「
社
会
的
平
和
」
論
と
し
て
提
示
し
て
い
る
。
ラ
ン
ダ
と
ペ
ブ
ニ
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、
プ
シ
ェ
ヴ
ォ

ス
キ
を
は
じ
め
と
す
る
最
小
主
義
者
は
、
選
挙
制
が
社
会
的
平
和
を
も
た
ら
す
と
し
て
代
議
制
民
主
主
義
を
正
当
化
す
る
。
た
だ
し
、
選
挙

制
が
社
会
的
平
和
を
も
た
ら
す
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
は
、
幾
つ
か
の
説
明
が
あ
る
。
第
一
に
、
選
挙
で
力
関
係
が
ハ
ッ
キ
リ
す
る
た
め
、

勝
者
と
敗
者
の
対
立
が
激
化
し
に
く
い
で
あ
ろ
う
。
第
二
に
、
選
挙
を
中
止
す
れ
ば
、
市
民
が
大
規
模
な
抗
議
行
動
を
起
こ
す
可
能
性
が
高

い
た
め
、
敗
北
し
そ
う
で
あ
っ
て
も
選
挙
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
を
受
け
入
れ
る
で
あ
ろ
う
。
第
三
に
、
政
権
交
代
が
あ
る
た
め
、
敗
者
も

再
起
を
期
し
て
、
敗
北
と
い
う
結
果
を
受
け
入
れ
る
で
あ
ろ
う
。
ラ
ン
ダ
と
ペ
ブ
ニ
ッ
ク
は
最
小
主
義
に
与
し
つ
つ
も
、
こ
れ
ら
の
説
明
で

は
不
十
分
で
あ
る
と
し
て
、
次
の
二
つ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
定
式
化
す
る
。
代
議
制
民
主
主
義
で
は
、
第
一
に
、
好
ま
し
く
な
い
指
導
者
を
解

任
す
る
社
会
的
コ
ス
ト
が
小
さ
い
た
め
、
人
々
は
暴
力
に
訴
え
か
け
よ
う
と
は
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
第
二
に
、「
制
度
的
補
強
」
に
よ
り
、
指

導
者
も
手
続
的
規
範
に
従
い
、
選
挙
で
敗
北
す
れ
ば
権
力
を
平
和
的
に
手
放
す
で
あ
ろ
う
。
代
議
制
民
主
主
義
は
、
こ
れ
ら
二
つ
の
メ
カ
ニ

ズ
ム
を
通
じ
て
社
会
的
平
和
を
実
現
し
や
す
い
た
め
、
非
民
主
的
メ
リ
ト
ク
ラ
シ
ー
（
と
恐
ら
く
ロ
ト
ク
ラ
シ
ー
）
よ
り
も
優
れ
て
い
る
と

い
う
の
で
あ
る
（
Landa
and
Pevnick
2025:Chapter
6）。

⑵

民
主
的
平
和
論

他
方
、
民
主
主
義
が
外
国
と
の
戦
争
を
回
避
す
る
の
に
寄
与
す
る
と
す
る
の
が
「
民
主
的
平
和
」（
dem
ocratic

peace）
論
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
民
主
主
義
国
同
士
は
、
戦
争
に
な
る
こ
と
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
総
じ
て
戦
争
を
起
こ
し
に
く

い
と
い
う
の
で
あ
(10
)
る
。
文
部
省
が
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
作
成
し
た『
文
部
省
著
作
教
科
書

民
主
主
義
』（
一
九
四
八
―
四
九
年
）に
も「
国

― 7 ―



民
の
多
数
の
意
志
が
政
治
を
動
か
す
し
く
み
に
な
っ
て
い
れ
ば
、
戦
争
の
起
る
お
そ
れ
は
非
常
に
少
な
く
な
る
」
と
記
さ
れ
て
お
り
（
文
部

省
1995:338）、
日
本
で
は
馴
染
み
の
深
い
議
論
で
あ
ろ
う
。

現
代
政
治
学
で
は
、
ブ
ル
ー
ス
・
Ｍ
・
ラ
セ
ッ
ト
の
『
パ
ク
ス
・
デ
モ
ク
ラ
テ
ィ
ア
―
―
冷
戦
後
世
界
へ
の
原
理
』（
一
九
九
三
年
）
が
大

き
な
影
響
を
与
え
て
き
た
。
ラ
セ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
民
主
主
義
国
家
同
士
が
戦
争
を
起
こ
す
こ
と
は
、
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
ほ
と
ん
ど

な
い
。
な
ぜ
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
つ
の
説
明
の
仕
方
は
、
紛
争
の
平
和
的
解
決
と
い
う
国
内
の
規
範
的
制
約
が
国
家
間
の
紛
争
解
決
に
も

適
用
さ
れ
る
か
ら
だ
と
い
う
も
の
で
あ
る
（
規
範
的
モ
デ
ル
）。
も
う
一
つ
の
説
明
の
仕
方
は
、
民
主
主
義
国
家
で
は
権
力
分
立
、
抑
制
と
均

衡
と
い
っ
た
制
度
的
制
約
が
あ
る
た
め
、
紛
争
解
決
の
た
め
の
十
分
な
時
間
が
あ
っ
た
り
、
奇
襲
攻
撃
が
な
か
っ
た
り
す
る
か
ら
だ
と
い
う

も
の
で
あ
る
（
構
造
的
モ
デ
ル
）。
ラ
セ
ッ
ト
は
、
規
範
的
制
約
と
制
度
的
制
約
は
相
互
に
補
強
し
合
っ
て
い
る
と
し
つ
つ
も
、
規
範
的
制
約

の
ほ
う
が
強
く
作
用
し
て
い
る
と
結
論
付
け
て
い
る
（
Russett1993
=
1996,esp.1993:119
=
1996:197-198）。

ジ
ャ
ッ
ク
・
Ｓ
・
レ
ヴ
ィ
と
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
Ｒ
・
ト
ン
プ
ソ
ン
に
よ
れ
ば
、
民
主
主
義
国
同
士
で
は
戦
争
に
な
り
に
く
い
と
い
う
点
で
は

意
見
の
一
致
が
あ
る
が
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
意
見
の
一
致
を
見
て
い
な
い
。
す
で
に
見
た
ラ
セ
ッ
ト
の
よ
う
に
民
主
主
義
の
文
化
・

規
範
を
重
視
す
る
者
も
い
る
が
、
抑
制
と
均
衡
、
権
力
の
分
散
、
報
道
の
自
由
と
い
っ
た
民
主
主
義
の
制
度
的
制
約
を
重
視
す
る
者
も
い
る
。

こ
の
よ
う
に
意
見
の
一
致
は
見
ら
れ
な
い
が
、
モ
デ
ル
の
精
緻
化
は
見
ら
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
（
Levy
and
T
hom
pson
2010:104-

117）。
こ
れ
ら
の
議
論
は
、
民
主
主
義
が
戦
争
を
回
避
し
や
す
い
と
い
う
経
験
的
議
論
で
あ
る
が
、
戦
争
を
回
避
す
る
た
め
に
は
民
主
主
義

を
採
用
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
い
う
規
範
的
議
論
の
経
験
的
基
礎
に
な
り
う
る
も
の
で
あ
(11
)
る
。

３

再
行
主
義
的
民
主
主
義
論

と
こ
ろ
で
、
日
本
に
お
い
て
民
主
主
義
の
価
値
を
早
く
か
ら
考
察
し
て
い
た
政
治
学
者
に
、
根
岸
毅
が
い
る
。
根
岸
は
、
す
で
に
一
九
八

二
年
に
「
政
治
に
お
け
る
試
行
錯
誤
の
機
会
―
―
も
う
ひ
と
つ
の
民
主
主
義
論
」（
一
九
八
二
年
）
を
公
表
し
、
ほ
ぼ
独
力
で
民
主
主
義
の
思
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想
的
基
礎
を
探
究
し
て
い
た
（
根
岸
1982
(12
)）。

そ
の
根
岸
は
、
研
究
の
集
大
成
と
な
る
『
原
理
主
義
と
民
主
主
義
』（
二
〇
〇
三
年
）
に
お
い
て
、
民
主
主
義
の
価
値
の
論
証
を
最
終
的
に

提
示
し
て
い
る
。
根
岸
に
よ
れ
ば
、「
進
歩
」
は
定
義
上
、
普
遍
的
価
値
で
あ
る
。
人
間
に
は
「
間
違
い
を
起
こ
す
」
可
能
性
が
あ
る
以
上
、

「
進
歩
」
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
必
要
条
件
と
し
て
選
択
を
や
り
直
す
機
会
が
確
保
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
思
考
方

法
と
し
て
の
原
理
主
義
は
、
政
治
的
に
は
テ
ロ
リ
ズ
ム
を
も
た
ら
し
、
そ
う
し
た
「
や
り
直
し
の
機
会
」
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

他
方
、
思
考
方
法
と
し
て
の
「
再
行
主
義
」
は
、
政
治
的
に
は
民
主
主
義
を
も
た
ら
し
、
自
分
だ
け
で
な
く
他
者
に
も
「
や
り
直
し
の
機
会
」

を
保
障
す
る
た
め
、「
進
歩
」
を
可
能
に
す
る
。
し
か
も
、
流
血
な
し
に
意
見
の
対
立
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
再
行
主
義
＝
民
主
主

義
は
原
理
主
義
＝
テ
ロ
リ
ズ
ム
に
優
っ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
（
根
岸
2003:21-48,99-134）。

民
主
主
義
の
価
値
論
争
を
踏
ま
え
る
と
、
根
岸
の
再
行
主
義
的
民
主
主
義
論
は
、
認
識
的
民
主
主
義
論
と
平
和
的
民
主
主
義
論
を
双
方
と

も
含
ん
で
い
る
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
注
意
す
べ
き
は
、
根
岸
の
認
識
的
民
主
主
義
論
に
は
独
自
性
が
見
ら
れ
る

こ
と
で
あ
る
。
第
一
に
、
認
識
的
価
値
の
実
現
を
動
態
的
に
捉
え
、「
間
違
い
」
の
「
や
り
直
し
」
と
い
う
過
程
（
プ
ロ
セ
ス
）
に
求
め
て
い

る
こ
と
で
あ
(13
)
る
。
第
二
に
、
民
主
主
義
の
認
識
的
価
値
の
根
拠
を
多
様
性
や
熟
議
に
求
め
て
い
る
の
で
は
な
く
、「
や
り
直
し
の
機
会
」
に
求

め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
は
、
根
岸
の
認
識
的
民
主
主
義
論
の
ユ
ニ
ー
ク
な
点
で
あ
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

４

検
討

さ
て
、
以
上
の
道
具
論
的
基
礎
付
け
を
ど
の
よ
う
に
評
価
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
た
し
か
に
、
い
ず
れ
の
道
具
論
的
基
礎
付
け
も
、
そ
れ

な
り
に
成
功
を
収
め
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
道
具
的
価
値
論
だ
け
で
は
、
次
節
で
検
討
す
る
民
主
主
義
の
内
在
的
価
値
を
見

落
と
し
、
民
主
主
義
の
思
想
的
基
礎
の
一
部
し
か
捉
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
れ
以
上
に
深
刻
な
の
は
、
認
識
的
民
主
主
義
論
や
平
和
的

民
主
主
義
論
が
民
主
主
義
の
自
己
否
定
や
矮
小
化
と
い
っ
た
脆
弱
性
を
抱
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
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ま
ず
、
認
識
的
民
主
主
義
論
は
、
知
者
の
ほ
う
が
正
し
い
決
定
を
下
し
や
す
い
と
い
う
批
判
に
直
面
す
る
で
あ
ろ
う
。
た
し
か
に
、
エ
ス

ト
ラ
ン
ド
や
ラ
ン
デ
モ
ア
の
認
識
的
民
主
主
義
論
は
、
ジ
ェ
イ
ソ
ン
・
ブ
レ
ナ
ン
の
エ
ピ
ス
ト
ク
ラ
シ
ー
論
（
Brennan
2017
=
2022;

Brennan
and
Landem
ore2022:Part1）
と
同
じ
認
識
的
価
値
と
い
う
土
俵
に
上
が
っ
て
い
る
た
め
、
エ
ピ
ス
ト
ク
ラ
シ
ー
に
転
化
す
る

お
そ
れ
が
あ
る
だ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
マ
リ
ア
・
パ
ウ
ラ
・
サ
ッ
フ
ォ
ン
と
ナ
ー
デ
ィ
ア
・
ウ
ル
ビ
ナ
テ
ィ
は
、
認
識
的
民
主
主
義
論
と
エ

ピ
ス
ト
ク
ラ
シ
ー
の
「
区
別
は
確
固
た
る
根
拠
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
い
」
と
批
判
し
、「
正
し
い
決
定
が
政
治
の
目
標
な
の
で
あ
れ
ば
、
な

ぜ
最
も
賢
い
人
々
だ
け
で
統
治
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
」
と
疑
問
を
呈
し
て
い
る
（
Saffon
and
U
rbinati2013:446.cf.福
家
2022:11-

12）。こ
う
し
た
批
判
に
た
い
し
て
、
内
田
智
は
ラ
ン
デ
モ
ア
に
依
拠
し
て
、
認
識
的
民
主
主
義
論
が
民
主
主
義
の
否
認
に
至
る
わ
け
で
は
な
い

と
反
論
す
る
。
内
田
に
よ
れ
ば
、
認
識
的
価
値
を
も
た
ら
す
た
め
に
は
認
識
的
多
様
性
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
す
べ
て
の
構
成

員
が
熟
議
プ
ロ
セ
ス
に
包
摂
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
民
主
主
義
は
そ
れ
以
外
の
政
治
体
制
に
比
べ
て
優
れ
た
認
識
的
特
性
を
有

し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
（
内
田
2019:287-294
(14
)）。
内
田
の
反
論
に
は
傾
聴
す
べ
き
点
が
あ
る
が
、
内
田
の
反
論
で
は
、
熟
議
に
お
け
る

民
主
主
義
は
擁
護
す
る
こ
と
は
で
き
て
も
、
決
定
に
お
け
る
民
主
主
義
を
擁
護
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
全
員
に
よ

る
熟
議
を
踏
ま
え
て
一
部
の
者
が
決
定
す
る
と
い
う
エ
ピ
ス
ト
ク
ラ
シ
ー
を
退
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
ラ
ン
デ
モ
ア
自
身
も
、

ジ
ェ
イ
ソ
ン
・
ブ
レ
ナ
ン
の
エ
ピ
ス
ト
ク
ラ
シ
ー
を
退
け
つ
つ
も
、「
純
粋
な
判
断
集
計
で
は
包
摂
性
と
集
団
の
能
力
と
の
あ
い
だ
に
は
厳
密

な
ト
レ
ー
ド
オ
フ
が
あ
り
、
若
干
の
無
能
な
声
を
包
摂
す
る
こ
と
で
す
ら
、
集
合
的
決
定
の
集
計
的
価
値
を
減
ず
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
認

め
て
い
る
の
で
あ
る
（
Brennan
and
Landem
ore
2022:201.cf.Landem
ore
2013:166
=
2025:下
78）。

他
方
、
平
和
的
民
主
主
義
論
は
、
民
主
主
義
の
内
在
的
価
値
を
捉
え
損
な
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
民
主
主
義
の
可
能
性
を
矮
小
化
す
る

と
い
う
問
題
を
抱
え
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
し
か
に
、
民
主
主
義
が
国
内
平
和
・
国
際
平
和
を
も
た
ら
し
や
す
い
と
い
う
論
拠
は
、

重
要
な
論
拠
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
認
識
的
民
主
主
義
論
と
は
違
い
、
エ
ピ
ス
ト
ク
ラ
シ
ー
に
転
化
す
る
危
う
さ
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
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民
主
主
義
を
平
和
の
た
め
の
手
段
で
あ
る
と
捉
え
た
場
合
、民
主
主
義
に
お
け
る
自
由
や
平
等
と
い
う
価
値
を
捨
象
し
て
い
る
た
め（
Saffon

and
U
rbinati2013:456-457）、
民
主
主
義
で
あ
り
さ
え
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
民
主
主
義
で
も
か
ま
わ
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
か
ね

な
い
。
た
と
え
ば
、
市
民
の
政
治
参
加
を
選
挙
に
限
定
す
る
受
動
的
民
主
主
義
で
も
よ
く
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、「
非
合
理
的
な
」
大
衆
の
政
治

参
加
を
選
挙
に
限
定
す
る
受
動
的
民
主
主
義
の
ほ
う
が
よ
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
そ
う
な
れ
ば
、
民
主
主
義
に
お
け
る
参
加

や
熟
議
と
い
う
契
機
は
切
り
捨
て
ら
れ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
(15
)
う
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
民
主
主
義
の
道
具
的
価
値
を
全
面
的
に
退
け
る
必
要
は
な
い
が
、
道
具
的
価
値
論
は
、
次
節
で
検
討
す
る
民
主

主
義
の
内
在
的
価
値
を
捨
象
す
る
一
面
性
を
抱
え
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
民
主
主
義
の
自
己
否
定
や
矮
小
化
と
い
っ
た
脆
弱
性
を
抱
え
て
い

る
た
め
、
採
用
す
る
に
し
て
も
民
主
主
義
の
補
助
的
な
思
想
的
基
礎
に
と
ど
め
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
シ
モ
ー
ヌ
・
チ
ェ
ン
バ
ー
ス
は
、

道
具
的
価
値
論
も
内
在
的
価
値
論
も
共
に
必
要
で
あ
る
と
結
論
付
け
て
い
る
が
（
Cham
bers2024:125-126）、
私
は
、
脆
弱
性
を
抱
え
た

道
具
的
価
値
論
が
内
在
的
価
値
論
と
同
等
で
あ
る
と
は
考
え
な
い
。
そ
の
理
由
を
示
す
た
め
、
次
節
で
は
内
在
的
価
値
論
を
整
理
・
検
討
し

て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

第
三
節

民
主
主
義
の
内
在
的
価
値
論

民
主
主
義
の
道
具
的
価
値
論
が
、
あ
る
目
的
を
達
成
す
る
手
段
（
道
具
）
と
し
て
価
値
が
あ
る
と
し
て
民
主
主
義
を
擁
護
す
る
の
に
た
い

し
て
、
民
主
主
義
の
内
在
的
価
値
論
は
、
民
主
主
義
そ
れ
自
体
に
目
的
と
し
て
の
価
値
が
あ
る
と
し
て
民
主
主
義
を
擁
護
す
る
。

１

平
等
的
民
主
主
義
論

民
主
主
義
の
内
在
的
価
値
を
平
等
（
equality）
に
求
め
る
の
が
平
等
的
民
主
主
義
論
で
あ
り
、
そ
の
代
表
的
理
論
家
は
ト
マ
ス
・
ク
リ
ス
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テ
ィ
ア
ー
ノ
、
ニ
コ
・
コ
ロ
ド
ニ
ー
、
ダ
ニ
エ
ル
・
ヴ
ィ
ー
ホ
フ
で
あ
ろ
(16
)
う
。

⑴

公
開
的
平
等
論

平
等
的
民
主
主
義
論
の
代
表
的
理
論
家
の
一
人
が
ト
マ
ス
・
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ー
ノ
で
あ
(17
)
る
。
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ー
ノ

は
『
多
数
派
の
統
治
―
―
民
主
主
義
論
の
根
本
問
題
』（
一
九
九
六
年
）
に
お
い
て
、
民
主
主
義
の
価
値
を
自
由
に
求
め
る
「
自
己
統
治
」
論

を
批
判
し
、
そ
れ
を
平
等
に
求
め
る
議
論
を
支
持
し
て
い
る
。
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ー
ノ
に
よ
れ
ば
、
民
主
主
義
の
価
値
を
自
由
に
求
め
る
議
論

に
は
、
直
接
的
構
想
、
認
識
的
構
想
、
構
築
的
構
想
と
い
っ
た
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
の
構
想
も
次
の
二
つ
の
問
題
を
回
避

し
え
な
い
。
第
一
に
、
政
治
参
加
以
外
で
も
自
由
を
実
現
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
な
ぜ
政
治
参
加
が
自
由
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
だ
と

い
え
る
の
か
（
政
治
的
自
由
と
非
政
治
的
自
由
と
の
ト
レ
ー
ド
オ
フ
の
問
題
）。
第
二
に
、
複
雑
な
社
会
で
は
全
員
一
致
は
不
可
能
で
あ
る
。

多
数
決
で
負
け
た
人
々
が
自
由
で
あ
る
と
い
え
る
の
か
（
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
自
由
の
両
立
不
可
能
性
の
問
題
）。
こ
れ
ら
の
問
題
を
回
避
す

る
た
め
に
は
、
民
主
主
義
の
価
値
を
自
由
で
は
な
く
平
等
に
求
め
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ー
ノ
に
よ
れ
ば
、
正

義
が
要
請
す
る
の
は
、
市
民
の
利
益
が
平
等
に
考
慮
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
際
、
集
合
財
に
関
す
る
市
民
の
利
益
が
促
進
さ
れ
る
た
め

に
は
、
集
団
を
拘
束
す
る
集
合
的
意
思
決
定
が
あ
る
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
。
そ
し
て
、
利
害
が
対
立
し
判
断
が
一
致
し
な
い
多
元
的
社
会
で

は
、
集
合
的
意
思
決
定
に
影
響
を
及
ぼ
す
た
め
の
手
段
・
資
源
―
―
票
、
選
挙
運
動
資
金
、
情
報
源
へ
の
ア
ク
セ
ス
―
―
が
平
等
に
分
配
さ

れ
る
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
。
こ
う
し
て
、
正
義
は
利
益
の
平
等
な
考
慮
を
要
請
し
、
さ
ら
に
は
政
治
的
平
等
＝
民
主
主
義
を
要
請
す
る
と
い

う
の
で
あ
る
（
Christiano
1996:Chapters
1-2）。

こ
う
し
た
平
等
的
民
主
主
義
論
を
発
展
さ
せ
、「
公
開
的
平
等
」（
publicequality）
論
を
打
ち
出
し
た
の
が
、
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ー
ノ
『
平

等
の
国
制
』（
二
〇
〇
八
年
）
で
あ
(18
)
る
。
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ー
ノ
に
よ
れ
ば
、
人
々
は
平
等
な
道
徳
的
地
位
を
有
し
て
お
り
、
人
々
の
利
益
は
平

等
に
促
進
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
際
、
我
々
の
世
界
に
は
不
一
致
、
多
様
性
、
可
謬
性
、
認
知
的
バ
イ
ア
ス
と
い
う
背
景
的
条
件

が
存
在
す
る
た
め
、
ま
た
、
そ
れ
に
関
連
す
る
利
害
関
心
が
存
在
す
る
た
め
、
各
人
の
利
益
が
平
等
に
尊
重
さ
れ
る
だ
け
で
は
十
分
で
は
な

い
。
各
人
の
利
益
に
関
す
る
各
人
の
「
判
断
」
が
平
等
に
尊
重
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
人
々
が
平
等
者
と
し
て
処
遇
さ
れ
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る
だ
け
で
な
く
、
人
々
が
平
等
者
と
し
て
処
遇
さ
れ
て
い
る
と
見、

ら、

れ、

得、

る、

（
can
be
seen）
必
要
が
あ
る
。
こ
う
し
た
「
公
開
的
平
等
」

な
い
し
「
利
益
の
平
等
な
促
進
の
公
開
的
実
現
」
を
満
た
す
の
が
自
由
主
義
的
諸
権
利
や
最
低
限
の
経
済
的
諸
条
件
で
あ
り
、
民
主
主
義
で

あ
る
。
こ
う
し
た
平
等
主
義
的
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
民
主
主
義
は
他
の
目
的
を
実
現
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
道
具
論
的
に
擁
護
さ
れ
る
べ

き
で
は
な
く
、
目
的
そ
れ
自
体
と
し
て
非
道
具
論
的
に
擁
護
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
（
Christiano2008:Chapters1-

3）。⑵

社
会
的
・
関
係
的
平
等
論

ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ー
ノ
の
「
公
開
的
平
等
」
論
と
近
い
が
、
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
異
に
し
て
い
る
の
が
、
ニ
コ
・

コ
ロ
ド
ニ
ー
の
「
社
会
的
平
等
」（
socialequality）
論
と
ダ
ニ
エ
ル
・
ヴ
ィ
ー
ホ
フ
の
「
関
係
的
平
等
」（
relationalequality）
論
で
あ

る
。
こ
こ
で
重
視
さ
れ
る
の
は
、
平
等
の
社
会
性
な
い
し
関
係
性
で
あ
る
。

コ
ロ
ド
ニ
ー
は
「
誰
を
も
支
配
し
な
い
Ⅰ
・
Ⅱ
」（
二
〇
一
四
年
）
に
お
い
て
、「
社
会
的
平
等
」
に
よ
っ
て
民
主
主
義
を
正
当
化
し
よ
う

と
す
る
。
コ
ロ
ド
ニ
ー
に
よ
れ
ば
、
人
々
は
広
範
な
道
徳
的
権
利
・
義
務
を
有
す
る
存
在
で
あ
る
た
め
、
社
会
的
優
位
／
社
会
的
劣
位
と
い

う
関
係
は
不
適
切
で
あ
り
、
相
互
に
社
会
的
に
平
等
な
存
在
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
し
た
社
会
的
平
等
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
財

の
公
正
な
分
配
だ
け
で
は
十
分
で
は
な
く
、
権
力
（
pow
er）、
事
実
上
の
権
威
（
defactoauthority）、「
考
慮
」（
consideration）
に
お

け
る
非
対
称
性
を
解
消
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
際
、
決
定
的
に
重
要
に
な
る
の
が
民
主
主
義
、
す
な
わ
ち
、
政
治
的
決
定
に
影
響
を

及
ぼ
す
機
会
を
平
等
に
享
受
す
る
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
政
治
的
決
定
は
、
非
自
発
的
な
服
従
、
最
終
的
な
権
威
、
強
制
力
の
行
使

と
い
う
特
徴
を
有
し
て
い
る
か
ら
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。（
K
olodny
2014a,2014b,esp.K
olodny
2014a:226）。

そ
の
後
、
コ
ロ
ド
ニ
ー
は
『
序
列
―
―
哲
学
的
問
題
と
し
て
の
社
会
的
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
』（
二
〇
二
三
年
）
に
お
い
て
、
民
主
主
義
の
要
求

は
、
誰
も
劣
位
に
立
た
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
「
反
劣
位
性
の
要
求
」（
claim
sagainstinferiority）
か
ら
説
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
定
式
化
し
て
い
(19
)
る
。「
民
主
主
義
と
は
み
ず
か
ら
統
治
す
る
と
い
う
問
題
で
あ
る
よ
り
も
、
他
者
に
統
治
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る

と
い
う
問
題
で
あ
る
」（
K
olodny
2023:6）。
同
書
で
注
目
に
値
す
る
の
は
、
死
者
に
よ
る
決
定
や
く
じ
引
き
に
よ
る
決
定
を
除
外
す
る
論
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拠
を
発
展
さ
せ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。「
誰
を
も
支
配
し
な
い
Ⅱ
」
で
は
、
投
票
は
く
じ
引
き
に
比
べ
て
実
質
的
に
信
頼
で
き
る
と
い
う
論

拠
を
提
示
し
て
い
た
が
（
K
olodny
2014b:313-314）、『
序
列
』
で
は
、
複
数
の
論
拠
を
挙
げ
て
い
る
。
コ
ロ
ド
ニ
ー
に
よ
れ
ば
、
平
等
な

影
響
力
と
い
う
論
拠
に
訴
え
か
け
れ
ば
、
正
の
影
響
力
を
擁
護
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
ゼ
ロ
の
影
響
力
よ
り
も
実
質
的
に

信
頼
で
き
る
と
い
う
論
拠
や
、
人
々
が
公
職
者
を
統
制
で
き
る
と
い
う
論
拠
に
訴
え
か
け
て
も
、
正
の
影
響
力
を
擁
護
す
る
こ
と
が
で
き
る

で
あ
ろ
う
（
K
olodny
2023:325-327,332）。

ヴ
ィ
ー
ホ
フ
も
「
民
主
的
平
等
と
政
治
的
権
威
」（
二
〇
一
四
年
）
に
お
い
て
、「
社
会
的
平
等
」
と
ほ
ぼ
等
し
い
「
関
係
的
平
等
」
に
よ
っ

て
民
主
主
義
を
正
当
化
し
よ
う
と
す
(20
)
る
。
ヴ
ィ
ー
ホ
フ
に
よ
れ
ば
、
な
ぜ
民
主
主
義
的
に
制
定
さ
れ
た
法
は
権
威
を
有
し
、
人
々
は
そ
れ
に

従
う
道
徳
的
義
務
を
有
す
る
の
か
。
そ
れ
は
、
法
が
平
等
主
義
的
手
続
き
に
よ
っ
て
制
定
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
う
し
た
平
等

主
義
的
権
威
要
求
を
す
る
理
論
で
も
、「
公
正
と
し
て
の
平
等
」
論
や
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ー
ノ
の
「
判
断
の
公
開
的
承
認
の
平
等
」
論
で
は
、
法

の
権
威
を
正
当
化
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
こ
れ
に
た
い
し
て
、
ヴ
ィ
ー
ホ
フ
の
「
関
係
的
平
等
」
論
は
、
民
主
主
義
の
よ
う
な
平
等
主
義
的

手
続
き
に
よ
っ
て
制
定
さ
れ
た
法
の
権
威
を
正
当
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。
ヴ
ィ
ー
ホ
フ
に
よ
れ
ば
、
人
々
の
関
係
は
平
等
者
同
士

の
関
係
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
平
等
な
考
慮
や
平
等
な
権
利
だ
け
で
は
十
分
で
は
な
い
。
関
係
的
平
等
を
実
現
す
る
た
め

に
は
、
不
平
等
な
権
力
を
除
去
し
、
あ
る
人
が
別
の
人
に
従
属
し
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
し
た
「
非
従
属
」（
nonsub-

jection）
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
当
事
者
が
ほ
ぼ
平
等
な
権
力
を
持
つ
だ
け
で
な
く
、
当
事
者
が
平
等
な
権
力
に
コ
ミ
ッ
ト
す
る
こ
と
が

欠
か
せ
な
い
。
こ
う
し
た
関
係
的
平
等
は
個
人
的
関
係
だ
け
で
な
く
、
同
胞
と
の
政
治
的
関
係
に
も
当
て
は
ま
る
。
だ
が
、
我
々
の
政
治
生

活
に
は
意
見
の
不
一
致
が
あ
り
、
そ
う
し
た
条
件
の
下
で
、
他
者
に
服
従
す
る
こ
と
な
く
行
為
を
調
整
す
る
た
め
に
は
、
平
等
主
義
的
手
続

き
が
採
用
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
法
が
そ
の
内
容
如
何
に
関
わ
ら
ず
権
威
を
有
し
、
そ
の
法
に
異
論
が
あ
る
人
で

も
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
（
V
iehoff2014）。

こ
の
よ
う
に
ヴ
ィ
ー
ホ
フ
は
、
関
係
的
平
等
が
民
主
主
義
と
い
う
平
等
主
義
的
手
続
き
を
正
当
化
す
る
と
す
る
が
、
結
論
で
は
、
そ
れ
が
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コ
イ
ン
ト
ス
の
よ
う
な
平
等
主
義
的
手
続
き
も
正
当
化
し
う
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
コ
イ
ン
ト
ス
で
は
な
く
民
主
主
義
を
正
当

化
す
る
た
め
に
は
、
認
識
的
優
位
性
や
政
治
的
主
体
性
と
い
っ
た
平
等
以
外
の
考
慮
も
必
要
か
も
し
れ
な
い
と
示
唆
し
て
い
る
（
V
iehoff

2014:375）。

２

自
由
的
民
主
主
義
論

他
方
、
民
主
主
義
の
内
在
的
価
値
を
自
由
（
freedom
）
に
求
め
る
の
が
、
自
由
的
民
主
主
義
論
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
個
人
が
自
由

で
あ
る
た
め
に
は
、
み
ず
か
ら
に
関
す
る
事
柄
を
み
ず
か
ら
決
定
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
に
、
集
団
が
自
由
で
あ
る
た
め
に
は
、
そ

の
集
団
に
関
す
る
事
柄
を
み
ず
か
ら
決
定
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
論
者
に
よ
っ
て
は
、「
自
己
決
定
」（
self-

determ
ination）、「
自
己
統
治
」（
self-governm
ent）、「
自
律
」（
autonom
y）、「
著
者
性
」（
authorship）
と
い
っ
た
概
念
を
使
用
す

る
こ
と
も
あ
(21
)
る
。
消
極
的
自
由
（
liberty）
に
依
拠
す
る
自
由
的
民
主
主
義
論
が
道
具
的
価
値
論
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
共
和
主
義
的
自
由

（
freedom
）
に
依
拠
す
る
自
由
的
民
主
主
義
論
は
内
在
的
価
値
論
で
あ
る
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

現
代
政
治
理
論
で
は
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ペ
テ
ィ
ッ
ト
と
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
Ｆ
・
ロ
ス
ト
ブ
ル
が
自
由
的
民
主
主
義
論
の
代
表
的
理
論
家

で
あ
ろ
(22
)
う
。
ペ
テ
ィ
ッ
ト
は
『
人
々
の
立
場
か
ら
―
―
共
和
主
義
的
な
民
主
主
義
の
理
論
と
モ
デ
ル
』（
二
〇
一
二
年
）
に
お
い
て
、
共
和
主

義
的
自
由
に
よ
り
民
主
主
義
を
正
当
化
し
よ
う
と
す
る
。
ペ
テ
ィ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
共
和
主
義
的
自
由
は
「
非
支
配
」（
non-dom
ination）

を
意
味
す
る
。
こ
の
非
支
配
と
し
て
の
自
由
は
、
水
平
的
関
係
（
市
民
―
市
民
）
に
お
け
る
社
会
正
義
に
加
え
て
、
垂
直
的
関
係
（
市
民
―

国
家
）
に
お
け
る
政
治
的
正
統
性
な
い
し
民
主
主
義
を
要
請
す
る
。
後
者
の
政
治
的
正
統
性
＝
民
主
主
義
に
関
し
て
言
え
ば
、
自
由
を
「
非

干
渉
」（
non-interference）
と
し
て
捉
え
た
場
合
、
い
か
な
る
国
家
も
市
民
の
自
由
を
侵
害
せ
ざ
る
を
え
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し

か
し
、
非
支
配
と
し
て
捉
え
た
場
合
、
市
民
が
国
家
に
よ
る
干
渉
を
「
統
制
」（
control）
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
国
家
は
市
民
の
自
由
を
侵

害
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
そ
う
し
た
統
制
の
た
め
に
は
、
し
か
し
、
選
挙
だ
け
で
は
十
分
で
は
な
く
、
市
民
や
集
団
が
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「
異
議
申
立
て
」（
contestation）
で
き
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
政
府
が
「
混
合
政
体
」（
m
ixed
constitution）
で
あ
る
こ
と
が
重
要
だ

と
い
う
の
で
あ
る
（
Pettit2012.cf.Pettit2014:Chapter
5）。

こ
の
よ
う
に
ペ
テ
ィ
ッ
ト
は
、
支
配
・
従
属
関
係
を
自
由
の
問
題
と
し
て
解
釈
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
民
主
主
義
を
正
当
化
し
て
い
る
。
こ

の
点
は
、
ヴ
ィ
ー
ホ
フ
が
支
配
・
従
属
関
係
を
平
等
の
問
題
と
し
て
解
釈
し
て
い
る
の
と
は
対
照
的
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
う
し
た
ペ
テ
ィ
ッ
ト
の
自
由
的
民
主
主
義
論
が
内
在
的
価
値
論
で
あ
る
か
否
か
は
、
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
ロ
ス
ト
ブ

ル
は
「
非
支
配
と
民
主
的
正
統
性
」（
二
〇
一
五
年
）
に
お
い
て
、
ペ
テ
ィ
ッ
ト
の
『
共
和
主
義
』（
一
九
九
七
年
）
や
『
自
由
の
理
論
』（
二

〇
〇
一
年
）
の
自
由
的
民
主
主
義
論
は
道
具
的
価
値
論
で
あ
っ
た
が
、『
人
々
の
立
場
か
ら
』（
二
〇
一
二
年
）
で
は
内
在
的
価
値
論
に
近
づ

い
た
と
解
釈
し
、
民
主
主
義
は
「
非
支
配
と
し
て
の
自
由
」
に
と
っ
て
内
在
的
価
値
を
有
す
る
と
論
じ
て
い
る
（
Rostbøll2015b:429-432）。

そ
の
ロ
ス
ト
ブ
ル
は
、
同
年
に
公
刊
さ
れ
た
「
民
主
主
義
の
非
道
具
的
価
値
―
―
自
由
論
」（
二
〇
一
五
年
）
で
は
、
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ー
ノ

と
エ
ス
ト
ラ
ン
ド
に
批
判
を
加
え
る
。
ロ
ス
ト
ブ
ル
に
よ
れ
ば
、
民
主
主
義
を
非
道
具
的
価
値
（
平
等
）
に
よ
っ
て
正
当
化
す
る
論
者
（
ク

リ
ス
テ
ィ
ア
ー
ノ
）
と
、
民
主
主
義
を
道
具
的
価
値
（
認
識
的
基
準
）
に
よ
っ
て
正
当
化
す
る
論
者
（
エ
ス
ト
ラ
ン
ド
）
が
論
争
を
繰
り
広

げ
た
が
、
い
ず
れ
も
「
自
由
」（
freedom
）
を
捨
象
し
て
お
り
、
民
主
主
義
を
正
当
化
す
る
の
に
失
敗
し
て
い
る
。
エ
ス
ト
ラ
ン
ド
の
道
具

的
価
値
論
で
は
、
非
民
主
主
義
的
な
意
志
決
定
の
ほ
う
が
良
い
結
果
を
も
た
ら
す
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
場
合
、
民
主
主
義
を
正
当
化
す
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。
他
方
、
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ー
ノ
の
非
道
具
的
価
値
論
は
人
々
の
利
益
な
い
し
幸
福
を
規
範
の
中
核
に
据
え
て
い
る
た

め
、
認
識
的
価
値
論
か
ら
の
批
判
に
脆
弱
で
あ
り
、
結
局
は
道
具
論
に
陥
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
民
主
主
義
の
規
範
の
中
核
に
据
え
ら
れ
る
べ

き
は
、
幸
福
で
は
な
く
「
自
律
」（
autonom
y）
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
人
々
が
相
互
の
自
律
を
尊
重
し
、
誰
も
が
支
配
さ
れ
な
い
よ
う
に

す
る
た
め
に
は
、
す
べ
て
の
人
々
が
「
集
合
的
自
己
立
法
」（
collectiveself-legislation）
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
の
で
あ
る
（
Rostbøll2015a.cf.Rostbøll2015b;Rostbøll2020
(23
)）。
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３

検
討

平
等
的
民
主
主
義
論
は
、
す
べ
て
の
人
を
平
等
に
処
遇
す
る
と
い
う
論
拠
で
民
主
主
義
を
正
当
化
す
る
の
に
成
功
し
て
い
る
よ
う
に
も
み

え
る
。
し
か
し
平
等
的
民
主
主
義
論
は
、
民
主
主
義
を
正
当
化
で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
コ
ロ
ド
ニ
ー
や
ヴ
ィ
ー
ホ
フ
も
認
め
て
い
る
よ

う
に
、
死
者
に
よ
る
決
定
や
く
じ
引
き
に
よ
る
決
定
で
も
、
平
等
と
い
う
価
値
を
侵
害
し
な
い
（
K
olodny
2014b:312-314;K
olodny
2023:

325-326;V
iehoff2014:375）。
し
か
し
我
々
は
、
そ
う
し
た
意
思
決
定
手
続
き
を
民
主
主
義
と
は
呼
ば
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
す
で

に
見
た
よ
う
に
、
コ
ロ
ド
ニ
ー
や
ヴ
ィ
ー
ホ
フ
は
平
等
以
外
の
価
値
で
補
強
し
よ
う
と
す
る
が
、
こ
の
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の
必
要
性
は
社
会
的

＝
関
係
的
平
等
論
の
脆
弱
性
を
物
語
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
関
連
し
て
、
小
林
卓
人
は
コ
ロ
ド
ニ
ー
や
ヴ
ィ
ー
ホ
フ
の
関
係
的
平
等
論
を
修
正
し
、
民
主
主
義
に
平
等
（
従
属
な
き
関
係
）
と

い
う
非
道
具
的
価
値
だ
け
で
な
く
、
平
等
を
実
現
す
る
た
め
の
手
段
と
い
う
道
具
的
価
値
を
も
見
出
し
、
一
貫
し
た
平
等
的
民
主
主
義
論
を

構
築
し
よ
う
と
試
み
て
い
る
（
小
林
2019）。
小
林
に
よ
る
修
正
は
、
平
等
的
民
主
主
義
論
を
発
展
さ
せ
る
重
要
な
試
み
で
あ
ろ
う
が
、
依

然
と
し
て
脆
弱
性
を
抱
え
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
脆
弱
性
と
は
、
修
正
さ
れ
た
平
等
的
民
主
主
義
論
で
も
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
に

よ
る
統
治
を
除
外
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
（
cf.Zuehl2016:18-20;Lovett2021:374;Lovettand
Zuehl2022:469-470;M
ilioni2024:

631）。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、様
々
な
利
害
関
係
か
ら
自
由
な
Ａ
Ｉ
統
治
の
ほ
う
が
平
等
主
義
的
政
策
を
推
し
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
れ
ば
、

小
林
の
関
係
的
平
等
論
が
要
請
す
る
の
は
民
主
主
義
で
は
な
く
Ａ
Ｉ
統
治
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
Ａ
Ｉ

統
治
に
反
対
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
少
な
く
と
も
平
等
や
認
識
以
外
の
価
値
に
も
訴
え
か
け
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
(24
)
う
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、内
在
的
価
値
論
の
な
か
で
も
自
由
的
民
主
主
義
論
の
ほ
う
が
有
望
で
あ
ろ
う
。
自
由
的
民
主
主
義
論
で
あ
れ
ば
、

く
じ
引
き
に
よ
る
決
定
（
cf.Rostbøll2015a:273-274;W
ilson
2021:213(27)）
だ
け
で
な
く
Ａ
Ｉ
統
治
を
除
外
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら

で
あ
る
。
た
だ
し
第
一
に
、
自
由
と
い
う
概
念
は
抽
象
的
・
多
義
的
で
あ
る
た
め
、
い
か
な
る
自
由
が
重
要
な
の
か
、
な
ぜ
そ
の
自
由
が
重

要
な
の
か
を
捉
え
に
く
い
。
第
二
に
、
自
由
的
民
主
主
義
論
で
は
平
等
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
を
示
せ
な
(25
)
い
。
こ
れ
ら
二
点
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を
考
慮
し
、
私
は
集、

合、

的、

自、

己、

決、

定、

（
collectiveself-determ
ination）
と
し
て
の
自
由
の
概
念
を
使
用
す
る
こ
と
に
し
た
(26
)
い
。
自
己
決
定

と
い
う
概
念
は
広
く
知
ら
れ
て
お
り
、
し
か
も
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
自
己
決
定
と
い
う
価
値
を
支
持
す
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
概
念
に
「
集

合
的
」
と
い
う
修
飾
語
を
付
け
れ
ば
、
単
に
集
団
と
し
て
の
自
己
決
定
と
い
う
意
味
だ
け
で
な
く
、
自
由
・
平
等
な
市
民
に
よ
る
自
己
決
定

と
い
う
含
意
を
持
た
せ
る
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
加
え
て
、
か
つ
て
私
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
自
己
決
定
と
い
う
概
念
を
使
用
す
れ
ば
、

自
由
主
義
（
個
人
的
自
己
決
定
）
と
民
主
主
義
（
集
合
的
自
己
決
定
）
を
接
合
さ
せ
や
す
く
す
る
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
（
岡
﨑
2005:22

(15)）。
第
四
節

集
合
的
自
己
決
定
論

１

集
合
的
自
己
決
定
論
の
核
心

集
合
的
自
己
決
定
論
は
、
以
上
に
述
べ
た
よ
う
に
、
自
由
的
民
主
主
義
論
の
一
つ
で
あ
る
。
政
治
理
論
家
で
は
、
ア
ン
ナ
・
ス
テ
ィ
ル
ツ

や
ジ
ェ
イ
ク
・
ズ
ー
ル
が
（
集
合
的
）
自
己
決
定
の
概
念
を
分
析
し
て
い
る
。
ス
テ
ィ
ル
ツ
は
、
自
己
決
定
の
対
内
的
側
面
を
「
人
々
の
価

値
や
優
先
順
位
を
反
映
し
た
政
府
を
選
択
す
る
権
利
」
で
あ
る
と
規
定
す
る
。
そ
し
て
、
我
々
が
自
己
決
定
を
尊
重
す
る
の
は
、
我
々
自
身

の
生
活
を
支
配
す
る
制
度
の
「
製
作
者
」（
m
aker）
な
い
し
「
著
者
」（
author）
に
な
る
と
い
う
利
害
関
心
に
深
く
根
差
し
て
い
る
か
ら
で

あ
る
と
す
る
（
Stilz2016:98,124-125
(27
)）。
他
方
、
ズ
ー
ル
は
、
集
合
的
自
己
決
定
を
、
市
民
が
共
同
で
社
会
の
主
要
な
制
度
を
統
制
す
る
こ

と
で
あ
る
と
規
定
す
る
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
「
共
同
市
民
統
制
」（
jointpopularcontrol）
は
、
人
々
の
意
志
を
表
出
す
る
「
表
出
的
機

能
」（
expressivefunction）
と
、
市
民
の
主
体
性
を
拡
張
す
る
「
義
肢
的
機
能
」（
prostheticfunction）
な
ど
を
果
た
す
と
し
て
い
る

（
Zuehl2016:1-2,5,50-51,87）。

し
か
し
、
こ
う
し
た
集
合
的
自
己
決
定
論
で
は
、
集
合
的
自
己
決
定
と
は
何
か
、
な
ぜ
集
合
的
自
己
決
定
が
望
ま
し
い
の
か
が
説
得
力
を
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も
っ
て
提
示
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
。
そ
こ
で
私
は
、
集
合
的
自
己
決
定
の
定
義
と
論
拠
に
説
得
力
を
持
た
せ
る
た
め
に
、
影、

響、

原、

理、

（
all-affected
principle）、
受、

容、

可、

能、

性、

原、

理、

（
acceptability
principle）、
熟、

議、

民、

主、

主、

義、

（
deliberativedem
ocracy）
に
よ
っ

て
補
強
す
る
こ
と
を
試
み
た
い
。

集
合
的
自
己
決
定
論
は
、
端
的
に
い
え
ば
、
決
定
が
正
し
い
か
否
か
で
は
な
く
、
決
定
の
影
響
を
受
け
る
人
々
自
身
が
決
定
し
た
か
否
か

に
よ
っ
て
民
主
主
義
を
正
当
化
す
(28
)
る
。
影
響
原
理
は
民
主
主
義
の
「
範
囲
」（
scope）
と
の
関
連
で
議
論
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
民
主
主

義
の
「
根
拠
」（
grounds）
を
定
め
る
原
理
で
も
あ
る
（
W
ilson
2022:169-170）。
事
実
、
ロ
バ
ー
ト
・
Ａ
・
ダ
ー
ル
は
『
革
命
後
？
―
―

善
き
社
会
に
お
け
る
権
威
』（
一
九
七
〇
年
、
改
訂
版
：
一
九
九
〇
年
）
に
お
い
て
、「
政
府
の
決
定
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
る
者
は
す
べ
て
、

そ
の
政
府
に
参
加
す
る
権
利
を
持
つ
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
「
影
響
原
理
」（
principleofaffected
interests）
を
提
示
し
て
い
た
（
D
ahl

1990:49）。

し
か
し
、
な
ぜ
影
響
を
受
け
る
者
が
決
定
す
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
集
合
的
と
い
う
修
飾
語
を
外
し
て
、
自
己
決
定
と
い
う
理

念
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
我
々
は
、
た
と
え
ば
進
学
先
や
就
職
先
、
結
婚
相
手
を
み
ず
か
ら
決
定
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
仮
に
そ
の
決
定

が
正
し
く
な
か
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
と
し
て
も
、
後
悔
は
す
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
誰
の
せ
い
に
す
る
こ
と
も
で
き
ず
、
そ
の
結
果
を
受

け
入
れ
ざ
る
を
え
な
い
し
、
ま
た
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
が
受、

容、

可、

能、

性、

原、

理、

で
あ
る
。
な
か
に
は
、
み
ず
か
ら
の

決
定
が
正
し
く
な
か
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
場
合
、
そ
れ
を
他
人
の
せ
い
に
す
る
人
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
ほ
と
ん
ど
の
人
は
、

そ
う
し
た
責
任
転
嫁
が
理
に
適
っ
た
も
の
と
は
考
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
た
し
か
に
、
石
田
光
規
が
言
う
よ
う
に
、「
強
い
個
人
」
を
前
提
に
し

た
自
己
決
定
＝
自
己
責
任
の
要
求
は
「
息
苦
し
さ
」
を
感
じ
さ
せ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、「
弱
い
個
人
」
―
―
「
決
め
ら
れ
な
い
」、

「
誤
っ
た
決
定
を
す
る
」、「
決
め
た
こ
と
を
成
し
遂
げ
ら
れ
な
い
」
―
―
を
前
提
に
し
た
「
緩
や
か
な
自
己
決
定
」
に
修
正
し
た
ほ
う
が
よ
い

か
も
し
れ
な
い
（
石
田
2025:27,43,87,189）。
こ
の
点
に
留
意
す
る
必
要
は
あ
る
も
の
の
、
ほ
と
ん
ど
の
人
は
自
己
決
定
の
理
念
に
同
意

す
る
に
違
い
な
い
。
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こ
の
こ
と
は
、
医
療
に
お
い
て
は
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
と
し
て
定
着
し
て
い
る
。
医
者
は
患
者
に
た
い
し
て
診
断
結
果
、
治

療
法
と
そ
の
リ
ス
ク
な
ど
を
説
明
す
る
責
任
を
有
し
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
治
療
を
す
る
か
は
患
者
が
最
終
的
に
判
断
す
る
。
仮
に
手
術

を
選
択
し
、
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
場
合
、
医
者
が
パ
タ
ー
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
決
定
し
て
い
た
と
し
た
ら
、
患
者
は
納
得
が
い
か
な
い
に

違
い
な
い
。
し
か
し
、
医
者
か
ら
十
分
な
説
明
を
受
け
た
う
え
で
、
患
者
自
身
が
手
術
を
選
択
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

あ
る
い
は
、
自
分
自
身
で
は
ど
う
し
て
も
判
断
が
つ
か
な
い
た
め
、
医
者
に
一
任
す
る
と
い
う
選
択
を
し
、
医
者
が
手
術
を
選
択
し
て
い
た

と
す
れ
ば
、
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
結
果
、
仮
に
後
遺
症
が
残
っ
た
場
合
、
患
者
は
手
術
を
し
た
こ
と
を
後
悔
す
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

医
者
の
せ
い
に
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
そ
の
結
果
を
受
け
入
れ
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
気
持
ち
の
整
理
と
と
も
に
、
徐
々
に

そ
の
結
果
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
（
岡
﨑
2005:13.cf.水
野
1990）。

こ
の
こ
と
が
医
療
だ
け
で
な
く
政
治
に
お
い
て
も
当
て
は
ま
る
と
い
う
の
が
、
集、

合、

的、

自
己
決
定
の
考
え
方
で
あ
る
（
cf.Lafont2006:

12(14)）。
集
合
的
自
己
決
定
論
者
は
概
し
て
、集
合
的
自
己
決
定
を
個
人
的
自
己
決
定
と
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
に
お
い
て
理
解
す
る（
Zuehl2016:

2,7,34-36;Stilz2019:106-107;Lovett2021:374-376）。
集
合
的
自
己
決
定
論
に
よ
れ
ば
、
あ
る
集
団
が
秩
序
を
維
持
し
公
共
の
福
祉
を

向
上
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
そ
の
集
団
を
拘
束
す
る
集
合
的
意
思
決
定
が
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
の
際
、
政
治
家
や
行
政
機
構
か
ら
十
分
な

情
報
提
供
を
受
け
た
後
、
選
挙
に
お
い
て
首
長
や
議
員
を
選
出
し
た
り
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
に
お
い
て
政
策
を
選
択
し
た
り
す
れ
ば
、
後
に

そ
の
決
定
が
正
し
く
な
か
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
と
し
て
も
、
市
民
は
そ
の
結
果
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
言
い
換
え
れ

ば
、
市
民
は
責
任
を
政
治
家
に
転
嫁
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
そ
の
責
任
を
み
ず
か
ら
引
き
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
次

の
選
挙
や
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
に
向
け
て
、
新
し
い
決
定
へ
の
道
を
歩
み
だ
す
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
う
し
た
集
合
的
自

己
決
定
の
前
提
と
し
て
、
政
治
教
育
、
報
道
の
自
由
や
言
論
の
自
由
な
ど
が
欠
か
せ
な
い
。

こ
の
よ
う
に
集
合
的
自
己
決
定
は
個
人
的
自
己
決
定
と
相
似
し
て
い
る
が
、
幾
つ
か
の
相
違
も
見
ら
れ
る
。
第
一
に
、
個
人
的
自
己
決
定

の
主
体
は
時
間
が
経
っ
て
も
同
一
性
を
保
持
し
て
い
る
が
、
集
合
的
自
己
決
定
の
主
体
は
そ
う
で
は
な
い
。
集
合
的
自
己
決
定
は
、
歴
史
的
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に
形
成
さ
れ
た
政
治
的
単
位
を
前
提
に
し
て
実
施
さ
れ
る
が
、
そ
の
政
治
的
単
位
は
不
変
の
も
の
で
は
な
い
。
民
主
主
義
の
実
践
に
よ
り
政

治
的
単
位
は
変
更
さ
れ
う
る
の
で
あ
り
、
実
際
、
自
治
体
で
も
国
で
も
分
離
し
た
り
逆
に
合
併
し
た
り
し
て
い
る
。
政
治
的
単
位
を
構
成
す

る
集
合
的
自
己
決
定
は
、
ま
だ
政
治
的
単
位
が
確
定
さ
れ
て
い
な
い
以
上
、
民
主
主
義
的
で
は
あ
り
え
な
い
が
、
そ
の
後
、
政
治
的
単
位
を

再
構
成
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
（
Goodin
2007:43=
2008:129-130）。
加
え
て
、
政
治
的
単
位
が
不
変
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
構

成
員
は
出
生
・
死
亡
、
転
入
・
転
出
に
よ
り
絶
え
ず
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
。
数
十
年
経
て
ば
過
半
数
が
入
れ
替
わ
る
し
、
百
年
経
て
ば
完
全

に
入
れ
替
わ
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
主、

体、

の、

可、

変、

性、

は
、
個
人
的
自
己
決
定
と
は
決
定
的
に
異
な
っ
て
い
る
。

第
二
に
、
集
合
的
自
己
決
定
は
主
体
と
い
う
点
だ
け
で
な
く
、
責
任
と
い
う
点
で
も
個
人
的
自
己
決
定
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
集
合
的
自

己
決
定
で
は
、
個
人
的
自
己
決
定
と
は
違
い
、
あ
る
政
権
や
政
策
に
賛
成
し
た
政
党
・
市
民
だ
け
で
な
く
、
反
対
し
た
政
党
・
市
民
も
含
ま

れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
集
合
的
自
己
決
定
に
付
随
す
る
集
合
的
自
己
責
任
に
つ
い
て
は
、
集
団
で
引
き
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

集
合
的
自
己
決
定
に
付
随
す
る
個
人
的
自
己
責
任
に
つ
い
て
は
、
政
党
・
個
人
ご
と
に
異
な
る
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
あ
る
政
権
が
侵
略

戦
争
を
決
定
し
た
場
合
、
国
全
体
と
し
て
そ
の
責
任
を
引
き
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
侵
略
戦
争
に
賛
成
し
た
政
党
・
市
民
の
ほ
う
が

そ
の
責
任
は
大
き
い
。「
一
億
総
懺
悔
」
説
は
成
り
立
た
な
い
。
集
合
的
自
己
決
定
の
影
響
は
市
民
全
員
に
及
び
、
集
合
的
自
己
責
任
も
市
民

全
員
に
降
り
か
か
る
と
は
い
え
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
責
任
が
等
し
い
わ
け
で
は
な
い
。
こ
う
し
た
責、

任、

の、

非、

対、

称、

性、

は
、
個
人
的
自
己
決

定
と
は
決
定
的
に
異
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
相
違
は
あ
る
も
の
の
、
影
響
原
理
と
受
容
可
能
性
と
い
う
自
己
決
定
論
の
核
心
部
分
に
お
い
て
は
、
個
人
的
自
己
決
定
と
集
合

的
自
己
決
定
と
の
あ
い
だ
に
相
違
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
個
人
的
自
己
決
定
の
場
合
と
同
じ
く
、
集
合
的
自
己
決
定
に
お
い
て
も
、

決
定
の
影
響
を
受
け
る
者
が
決
定
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、
自
己
決
定
の
責
任
を
引
き
受
け
る
覚
悟
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
正
し
い
決
定
を

目
指
す
動
機
も
生
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
集
合
的
自
己
決
定
と
い
う
内
在
的
価
値
は
、
正
し
い
決
定
と
い
う
認
識
的
価
値
の
心
理

的
基
礎
で
も
あ
る
の
で
あ
る
。
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２

集
合
的
自
己
決
定
論
批
判
の
検
討

ほ
と
ん
ど
の
人
は
、
こ
う
し
た
集
合
的
自
己
決
定
論
を
支
持
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
幾
つ
か
の
疑
問
も
生
じ
る
で
あ
ろ
う
。
第
一
に
、
個
々

の
政
策
決
定
に
つ
い
て
は
、
ア
マ
チ
ュ
ア
で
あ
る
市
民
に
は
荷
が
重
く
、
プ
ロ
で
あ
る
政
治
家
や
専
門
家
に
任
せ
る
べ
き
だ
と
考
え
、
集
合

的
自
己
決
定
を
退
け
る
人
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
人
で
さ
え
、
選
挙
に
お
い
て
政
治
家
を
選
出
す
る
と
い
う
手
続
き

と
、
そ
の
政
治
家
が
専
門
家
を
任
命
す
る
と
い
う
手
続
き
ま
で
は
放
棄
し
な
い
は
ず
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
直
接
的
な
集
合
的
自
己
決

定
は
手
放
し
た
と
し
て
も
、
間、

接、

的、

な、

集
合
的
自
己
決
定
は
手
放
さ
な
い
は
ず
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
政
治
家
や
専
門
家
に
任

せ
る
べ
き
だ
と
考
え
る
人
で
さ
え
、
集
合
的
自
己
決
定
と
い
う
理
念
自
体
に
コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

た
し
か
に
、
集
合
的
自
己
決
定
を
否
定
す
る
集
合
的
自
己
決
定
、
た
と
え
ば
エ
ピ
ス
ト
ク
ラ
シ
ー
を
採
用
す
る
と
い
う
集
合
的
自
己
決
定

は
、
論
理
的
に
は
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
に
し
て
樹
立
さ
れ
た
エ
ピ
ス
ト
ク
ラ
シ
ー
で
も
、
福
家
佑
亮
が
主
張
す
る
よ
う
に
集

合
的
自
己
決
定
が
可
能
だ
と
い
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
（
福
家
2019:58-60;福
家
2022:137-139）。
ほ
と
ん
ど
の
人
は
、
自
分
を
奴
隷
に

す
る
個
人
的
自
己
決
定
が
規
範
的
に
許
さ
れ
な
い
の
と
同
じ
く
、
市
民
が
少
数
の
「
知
者
」
に
服
従
す
る
集
合
的
自
己
決
定
も
規
範
的
に
許

さ
れ
な
い
と
考
え
る
で
あ
ろ
う
。
憲
法
学
で
も
、
そ
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
。
芦
部
信
喜
に
よ
れ
ば
、「
改
正
権
の
生
み
の
親
は
制
憲
権

で
あ
る
か
ら
、
改
正
権
が
自
己
の
存
立
の
基
盤
と
も
言
う
べ
き
制
憲
権
の
所
在
（
国
民
主
権
）
を
変
更
す
る
こ
と
は
、
い
わ
ば
自
殺
行
為
で

あ
っ
て
理
論
的
に
は
許
さ
れ
な
い
、
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
芦
部
2023:424）。

と
こ
ろ
で
、
山
口
晃
人
は
「
自
己
統
治
は
代
表
民
主
政
を
正
当
化
で
き
る
か
」（
二
〇
二
三
年
）
に
お
い
て
、
自
己
統
治
論
〔
＝
集
合
的
自

己
決
定
論
〕
は
少
な
く
と
も
代
表
民
主
政
を
正
当
化
で
き
な
い
と
す
る
。
山
口
に
よ
れ
ば
、
人
々
は
直
接
民
主
政
で
は
自
己
統
治
を
享
受
す

る
こ
と
は
で
き
る
が
、
代
表
民
主
政
で
は
代
表
者
を
選
択
で
き
る
だ
け
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
自
己
統
治
を
享
受
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
代

表
者
は
「
再
選
の
た
め
に
世
論
に
配
慮
す
る
」
が
、
有
権
者
か
ら
独
立
し
て
い
る
た
め
、
市
民
と
立
法
あ
い
だ
に
は
弱
い
因
果
関
係
し
か
存

在
し
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
（
山
口
2023:157-158.cf.山
口
2025:71-77）。
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た
し
か
に
、
代
表
者
は
有
権
者
の
単
な
る
代
理
人
で
は
な
く
、
相
対
的
に
自
立
し
た
存
在
で
あ
る
。
し
か
し
、
有
権
者
は
代
表
者
に
白
紙

委
任
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
政
党
や
候
補
者
は
政
権
公
約
を
掲
げ
て
選
挙
戦
を
戦
い
、
次
の
選
挙
で
は
、
そ
の
政
権
公
約
の
実
現
に
努
力
し

た
か
否
か
が
問
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
有
権
者
が
選
挙
に
お
い
て
代
表
者
だ
け
で
な
く
政
策
体
系
も
選
択
し
て
い
る
こ
と
を
考

え
れ
ば
、
有
権
者
は
代
表
者
の
決
定
を
通
じ
て
、
間
接
的
に
で
は
あ
る
が
、
政
策
を
決
定
し
て
い
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
間

接
民
主
主
義
は
、
集
合
的
自
己
決
定
の
一
形
態
で
あ
る
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
（
岡
﨑
2005:18-19.cf.Lovettand
Zuehl

2022:486
(29
)）。

第
二
に
、
不
一
致
（
disagreem
ent）
を
理
由
に
集
合
的
自
己
決
定
を
否
定
す
る
者
も
い
る
で
あ
ろ
う
。
た
し
か
に
、
現
代
社
会
で
は
理

念
や
利
害
が
多
様
化
し
て
お
り
、
集
合
的
自
己
決
定
を
す
る
際
、
全
員
一
致
で
は
な
い
可
能
性
が
高
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
全
員
一
致
で
な

い
こ
と
は
、
民
主
主
義
が
機
能
し
て
い
る
こ
と
の
証
拠
で
あ
る
と
さ
え
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
そ
の
場
合
、
少
数
派
は
自
己
決
定

で
き
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
疑
問
が
生
じ
る
の
は
避
け
ら
れ
な
い
。
集
合
的
自
己
決
定
と
い
っ
て
も
多
数
派
に
よ
る
自
己
決
定

に
す
ぎ
ず
、
少
数
派
に
と
っ
て
は
他
者
決
定
に
す
ぎ
な
い
の
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
、
と
。

こ
の
問
題
は
、
古
典
的
な
民
主
主
義
理
論
家
が
直
面
し
た
難
問
で
も
あ
る
。
シ
モ
ー
ヌ
・
チ
ェ
ン
バ
ー
ス
が
整
理
し
た
よ
う
に
、
ジ
ャ
ン

＝
ジ
ャ
ッ
ク
・
ル
ソ
ー
は
「
一
般
意
志
」
に
よ
っ
て
市
民
が
「
自
由
で
あ
る
よ
う
に
強
制
さ
れ
る
」
こ
と
を
主
張
し
た
が
、
ハ
ン
ス
・
ケ
ル

ゼ
ン
は
そ
う
し
た
擬
制
を
退
け
た
（
Cham
bers2024:58-64）。
ケ
ル
ゼ
ン
は
『
民
主
主
義
の
本
質
と
価
値
』
第
二
版
（
一
九
二
九
年
）
に
お

い
て
、「
可、

能、

な、

限、

り、

多、

数、

の、

者、

が、

自、

由、

で、

あ、

る、

べ、

き、

だ、

」
と
し
て
、
多
数
決
原
理
を
擁
護
す
る
。
そ
の
一
方
で
、
少
数
派
を
保
護
す
る
と
と

も
に
、
少
数
派
が
後
に
多
数
派
に
な
る
可
能
性
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
重
要
だ
と
す
る
の
で
あ
る
（
ケ
ル
ゼ
ン
2015:23,73,129-131）。
こ

こ
で
ケ
ル
ゼ
ン
は
、
少
数
派
に
は
自
由
（
自
己
決
定
）
が
な
い
と
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
。
ケ
ル
ゼ
ン
は
、

多
数
決
と
い
っ
て
も
「
多、

数、

者、

の、

少、

数、

者、

に、

対、

す、

る、

絶、

対、

的、

支、

配、

」
で
は
な
く
、
多
数
派
も
少
数
派
も
議
会
に
代
表
を
送
り
、
議
会
と
い
う

公
開
の
場
で
議
論
し
、
そ
の
妥
協
と
し
て
団
体
意
志
が
形
成
さ
れ
る
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（
ケ
ル
ゼ
ン
2015:76-78）。
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こ
れ
を
敷
衍
す
れ
ば
、
少
数
派
は
自
己
決
定
で
き
な
い
と
い
う
疑
問
に
た
い
し
て
は
、
熟
議
民
主
主
義
的
に
反
論
す
る
こ
と
が
で
き
る
で

あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
熟
議
の
機
会
が
与
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
集
合
的
自
己
決
定
へ
の
参
加
と
い
う
形
式
だ
け
で
な
く
、
集
合
的

自
己
決
定
の
結
果
と
い
う
実
質
に
お
い
て
も
、
少
数
派
が
自
己
決
定
で
き
て
い
な
い
と
は
言
い
切
れ
な
い
。
第
一
に
、
少
数
派
も
熟
議
を
通

じ
て
政
策
を
撤
回
さ
せ
た
り
、
一
部
を
修
正
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
第
二
に
、
仮
に
修
正
で
き
な
か
っ
た
と
し
て
も
、

丸
山
眞
男
が
主
張
し
た
よ
う
に
、
反
対
が
強
け
れ
ば
政
策
の
運
用
に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
（
丸
山
2014:391）。
こ

の
よ
う
に
考
え
る
と
、
少
数
派
は
自
己
決
定
で
き
て
い
な
い
と
い
う
批
判
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

と
は
い
え
、集
合
的
自
己
決
定
論
者
も
認
め
る
よ
う
に
、少
数
民
族
の
よ
う
に
構
造
的
・
永
続
的
な
少
数
派
が
い
る
こ
と
も
否
め
な
い（
Stilz

2016:117-124）。
た
し
か
に
、
ア
ダ
ム
・
ラ
ヴ
ェ
ッ
ト
と
ジ
ェ
イ
ク
・
ズ
ー
ル
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
敗
者
も
次
の
選
挙
で
は
勝
者
に
な
る

か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
政
策
の
各
論
（
国
民
保
健
サ
ー
ビ
ス
の
予
算
規
模
）
で
は
敗
者
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
政
策
の
総
論
（
国
民

保
健
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
）
で
は
勝
者
の
一
員
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
さ
ら
に
、
分
権
化
す
れ
ば
、
小
規
模
・
同
質
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

に
お
け
る
民
主
的
自
律
が
よ
り
よ
く
実
現
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
（
Lovettand
Zuehl2022:487-490）。
い
ず
れ
も
説
得
力
の
あ
る
反
論

で
あ
る
が
、
集
合
的
自
己
決
定
の
内
容
が
構
造
的
・
永
続
的
な
少
数
派
を
犠
牲
に
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
少
数
派
に
と
っ
て
は
自
己
決
定
と

呼
ぶ
こ
と
は
た
め
ら
わ
れ
る
に
違
い
な
い
。
そ
こ
で
、
そ
う
し
た
事
態
に
陥
ら
な
い
た
め
に
、「
公
正
」（
fairness）
の
理
念
に
よ
っ
て
集
合

的
自
己
決
定
の
内
容
を
自
己
規
制
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
し
、
憲
法
に
よ
っ
て
少
数
派
の
権
利
を
保
護
し
た
り
、
少
数
派
の
発

言
権
や
拒
否
権
を
制
度
化
し
た
り
す
る
こ
と
も
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
（
岡
﨑
2005:16-17
(30
)）。
さ
ら
に
、
一
定
の
要
件
を
満
た
せ
ば
、
少
数

派
が
政
治
共
同
体
か
ら
分
離
独
立
す
る
権
利
を
保
障
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

３

影
響
原
理
の
諸
問
題

こ
の
よ
う
に
、
影
響
原
理
、
受
容
可
能
性
原
理
、
熟
議
民
主
主
義
は
、
集
合
的
自
己
決
定
論
を
構
成
す
る
不
可
欠
の
要
素
で
あ
る
。
自
己
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決
定
と
い
う
概
念
だ
け
で
は
、
決
定
の
影
響
を
受
け
る
者
が
み
ず
か
ら
決
定
す
る
と
い
う
事
実
命
題
を
導
出
す
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
決
定

の
影
響
を
受
け
る
者
が
み
ず
か
ら
決
定
す
べ、

き、

で
あ
る
と
い
う
規
範
命
題
を
導
出
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
影
響
原
理
と
受
容
可

能
性
原
理
で
補
強
す
れ
ば
、
な
ぜ
個
人
や
集
団
が
自
己
決
定
す
べ
き
な
の
か
を
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
念
の
た
め
付
言
す
れ

ば
、
影
響
原
理
と
受
容
可
能
性
原
理
は
、
集
合
的
自
己
決
定
論
だ
け
で
な
く
個
人
的
自
己
決
定
論
の
核
を
も
な
し
て
い
る
。
ま
た
、
す
で
に

見
た
よ
う
に
、
熟
議
民
主
主
義
も
、
不
一
致
の
問
題
に
対
応
す
る
た
め
に
不
可
欠
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
、
影
響
原
理
に
つ
い
て
は
、
ソ
フ
ィ
ー
ア
・
ネ
ー
ス
ト
レ
ム
や
松
尾
隆
佑
な
ど
も
認
め
て
い
る
よ
う
に
、
幾
つ
か
の
難
問
に
直

面
す
る
こ
と
は
否
め
な
い
（
N
äsström
2011:126-131;松
尾
2026:127-128）。
そ
こ
で
、
と
り
わ
け
重
要
な
も
の
と
し
て
、
二
つ
の
問
題

を
検
討
し
た
い
。

第
一
に
、
よ
り
多
く
の
影
響
を
受
け
る
者
は
よ
り
多
く
の
発
言
権
を
持
つ
べ
き
な
の
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
高
額
納
税

者
は
一
票
以
上
の
投
票
権
を
持
つ
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、瀧
川
裕
英
は「
一
人
一
票
の
原
則
を
疑
う
」（
二
〇
二
二
年
）

に
お
い
て
、
一
人
一
票
の
原
則
は
影
響
原
理
で
は
な
く
承
認
原
理
、
特
に
平
等
な
承
認
原
理
に
依
拠
し
て
い
る
と
解
釈
し
て
い
る
。
瀧
川
に

よ
れ
ば
、
影
響
原
理
は
「
よ
り
大
き
な
影
響
を
受
け
る
人
に
、
よ
り
多
く
の
票
を
配
分
す
べ
き
で
あ
る
」
と
す
る
た
め
、
一
人
一
票
制
で
は

な
く
、
若
者
に
多
く
の
票
を
配
分
す
る
余
命
制
な
ど
を
正
当
化
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
（
瀧
川
2022:226-231）。

し
か
し
、
影
響
原
理
だ
け
で
一
人
一
票
の
原
則
を
擁
護
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
し
か
に
、
国
や
自
治
体
の
政
策
は
、

市
民
に
異
な
る
影
響
を
与
え
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
た
と
え
ば
、
消
費
税
率
を
引
き
上
げ
れ
ば
、
家
計
に
大
き
な
影
響
を
受
け
る
者
も
い

れ
ば
、
そ
れ
ほ
ど
で
は
な
い
者
も
い
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
消
費
税
は
す
べ
て
の
市
民
に
適
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
今
は
大
き
な
影
響

を
受
け
て
い
な
い
者
で
も
、
所
得
の
変
化
に
よ
り
大
き
な
影
響
を
受
け
る
よ
う
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
国
や
自
治
体
が
提
供
す
る
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
生
活
保
護
費
を
増
額
す
れ
ば
、
受
給
者
は
そ
の
恩
恵
に
与
る
が
、
受
給
し
て
い
な
い
人
は
そ
う
で
は
な
い
。

し
か
し
、
生
活
保
護
費
を
受
給
し
て
い
な
い
市
民
も
、
失
業
に
よ
り
受
給
者
に
な
り
、
そ
の
恩
恵
に
与
る
よ
う
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
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の
よ
う
に
、
国
や
自
治
体
の
政
策
は
ル
ー
ル
・
レ
ベ
ル
で
は
す
べ
て
の
市
民
に
同
じ
影
響
を
与
え
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
影
響

原
理
に
依
拠
し
て
一
人
一
票
の
原
則
を
擁
護
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
(31
)
う
。

第
二
に
、
影
響
は
政
治
共
同
体
の
構
成
員
以
外
に
も
及
ぶ
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
問
題
も
生
じ
る
で
あ
ろ
う
。
あ
る
政
治
共
同
体
の
決

定
は
、
国
内
に
住
む
外
国
人
は
も
と
よ
り
、
海
外
に
住
む
外
国
人
に
さ
え
何
ら
か
の
影
響
を
及
ぼ
し
う
る
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
原
子

力
発
電
所
か
ら
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
を
海
洋
放
出
す
れ
ば
、
そ
こ
に
ト
リ
チ
ウ
ム
が
含
ま
れ
る
以
上
、
日
本
国
内
に
住
む
外
国
人
は
言
う
ま
で

も
な
く
、
海
外
に
住
む
外
国
人
に
さ
え
、
何
ら
か
の
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
影
響
原
理
は
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
帰
結
す
る
で
あ
ろ
う
（
松
尾
2016）。
ロ
バ
ー
ト
・
Ｅ
・
グ
ッ
デ
ィ
ン
は
、
そ
う
し
た
過
大
包
摂
を

回
避
す
る
た
め
に
、
修
正
さ
れ
た
影
響
原
理
を
複
数
検
討
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
問
題
を
抱
え
て
い
る
と
す
る
（
Goodin
2007
=
2008:

Chapter
7）。

し
か
し
、
な
ぜ
国
民
に
は
選
挙
権
・
被
選
挙
権
が
与
え
ら
れ
る
の
に
、
外
国
人
に
は
選
挙
権
・
被
選
挙
権
が
与
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
ろ
う

か
。
こ
れ
に
た
い
し
て
は
、
包、

括、

的、

影
響
（
com
prehensiveeffects）
と
限、

定、

的、

影
響
（
lim
ited
effects）
を
区
別
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

応
答
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
政
治
共
同
体
の
構
成
員
に
た
い
し
て
は
、
す
べ
て
の
政
策
が
多
か
れ
少
な
か
れ
包
括
的
に
影
響
を
及
ぼ

す
が
、
政
治
共
同
体
の
構
成
員
以
外
に
た
い
し
て
は
、
限
定
的
な
影
響
を
及
ぼ
す
に
と
ど
ま
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
政
治
共
同
体
の
構

成
員
以
外
に
は
、
包
括
的
な
発
言
権
で
あ
る
選
挙
権
・
被
選
挙
権
で
は
な
く
、
限
定
的
な
発
言
権
が
与
え
ら
れ
る
の
が
妥
当
だ
と
い
う
こ
と

に
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
包
括
的
影
響
と
限
定
的
影
響
を
区
別
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
影
響
原
理
の
範
囲
と
い
う
問
題
を
整
合
的
に

理
解
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
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第
五
節

結
論

以
上
、
現
代
政
治
理
論
に
お
け
る
民
主
主
義
の
価
値
論
争
を
整
理
・
検
討
し
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
私
の
集
合
的
自
己
決
定
論
を
提
示
し
て

き
た
。
本
稿
の
テ
ー
ゼ
を
最
終
的
に
提
示
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
民
主
主
義
の
思
想
的
基
礎
は
集
合
的
自
己
決
定
論
で
あ
る
。
そ
れ

に
よ
れ
ば
、
決
定
の
影
響
を
受
け
る
者
す
べ
て
が
熟
議
・
決
定
に
平
等
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。
市
民
み
ず
か
ら
が
熟
議
・

決
定
し
て
い
れ
ば
、
後
に
そ
の
決
定
が
正
し
く
な
か
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
と
し
て
も
、
市
民
は
そ
の
結
果
を
受
け
入
れ
ざ
る
を
え
な
い
し
、

ま
た
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ス
テ
ィ
ル
ツ
や
ズ
ー
ル
な
ど
の
よ
う
に
集
合
的
自
己
決
定
を
「
自
律
」
や

「
著
者
性
」
の
概
念
で
置
き
換
え
て
済
ま
せ
る
の
で
は
な
く
、
影
響
原
理
・
受
容
可
能
性
原
理
・
熟
議
民
主
主
義
に
よ
っ
て
補
強
す
る
こ
と
が
、

私
の
集
合
的
自
己
決
定
論
の
特
徴
で
あ
り
、
本
稿
で
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
で
あ
る
。

す
で
に
見
た
よ
う
に
、
ト
マ
ス
・
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ー
ノ
は
自
己
統
治
論
に
二
つ
の
批
判
を
加
え
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
反
論
可
能
で
あ
る
。

第
一
の
批
判
は
、
な
ぜ
政
治
参
加
が
自
由
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
だ
と
い
え
る
の
か
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
（
Christiano
1996,esp.19,

43,56-57）。
こ
の
批
判
に
た
い
し
て
は
、
政
治
以
外
の
自
由
も
重
要
で
あ
る
が
、
集
合
的
意
思
決
定
は
個
人
を
拘
束
す
る
以
上
、
政
治
に
お

い
て
も
自
由
を
実
現
す
る
必
要
が
あ
る
と
反
論
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
個
々
の
集
合
的
自
己
決
定
に
参
加
し
な
い
と
い

う
自
己
決
定
（
棄
権
）
も
可
能
で
あ
る
た
め
、
個
人
の
自
由
を
侵
害
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
反
論
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
第

二
の
批
判
は
、
多
数
決
で
負
け
た
人
々
が
自
由
で
あ
る
と
い
え
る
の
か
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
（
Christiano1996,esp.19,43,57）。
こ
の

批
判
に
た
い
し
て
は
、
熟
議
が
あ
る
と
と
も
に
、「
公
正
」
の
理
念
に
よ
る
自
己
規
制
や
少
数
派
の
権
利
保
障
が
あ
れ
ば
、
少
数
派
も
多
か
れ

少
な
か
れ
自
由
で
あ
る
と
反
論
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

小
林
卓
人
も
、
集
合
的
自
己
決
定
論
に
近
い
自
由
的
民
主
主
義
論
（
共
同
著
者
性
に
基
づ
く
自
律
論
）
に
た
い
し
て
三
つ
の
疑
問
を
呈
し

て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
反
論
可
能
で
あ
る
。
第
一
に
、
な
ぜ
各
人
が
共
同
著
者
性
の
道
徳
的
請
求
権
を
有
す
る
の
か
が
明
ら
か
で
は
な
い
。
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第
二
に
、
不
合
意
と
強
制
の
事
実
に
ど
の
よ
う
に
応
答
で
き
る
の
か
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
そ
し
て
第
三
に
、
非
民
主
的
な
政
治
的
手
続
き

を
正
当
化
す
る
可
能
性
も
あ
る
、
と
（
小
林
2023:186-188）。
こ
れ
ら
の
批
判
は
、
し
か
し
、
少
な
く
と
も
私
の
集
合
的
自
己
決
定
論
に
は

当
て
は
ま
ら
な
い
。
第
一
の
疑
問
に
た
い
し
て
は
、
集
合
的
自
己
決
定
を
影
響
原
理
と
受
容
可
能
性
原
理
で
補
強
す
る
こ
と
で
人
々
が
集
合

的
自
己
決
定
の
権
利
を
有
し
て
い
こ
と
を
説
明
で
き
る
と
反
論
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
第
二
の
疑
問
に
た
い
し
て
は
、
熟
議
民
主

主
義
な
ど
に
よ
っ
て
不
一
致
の
問
題
に
対
処
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
反
論
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
第
三
の
疑
問
に
た
い

し
て
は
、
市
民
が
間
接
的
な
集
合
的
自
己
決
定
を
手
放
さ
な
い
以
上
、
エ
ピ
ス
ト
ク
ラ
シ
ー
を
導
出
す
る
可
能
性
は
な
い
と
反
論
す
る
こ
と

が
で
き
る
で
あ
ろ
(32
)
う
。

さ
て
、
近
年
、
民
主
主
義
や
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
い
う
タ
イ
ト
ル
を
冠
し
た
新
書
が
数
多
く
公
刊
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
民
主

主
義
の
政
治
史
・
政
治
思
想
史
を
概
観
す
る
に
と
ど
ま
り
、
な
ぜ
民
主
主
義
が
望
ま
し
い
の
か
、
と
い
う
民
主
主
義
の
思
想
的
基
礎
に
踏
み

込
ん
で
は
い
な
(33
)
い
。
近
年
、
日
本
に
お
い
て
民
主
主
義
の
思
想
的
基
礎
が
論
じ
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
の
は
、
民
主
主
義
が
定
着
し
て
き
た

こ
と
を
反
映
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
序
論
で
述
べ
た
よ
う
に
、
民
主
主
義
は
権
威
主
義
体
制
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
、
テ
ク
ノ
ク

ラ
シ
ー
の
挑
戦
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
民
主
主
義
の
思
想
的
基
礎
を
固
め
る
こ
と
は
喫
緊
の
課
題
に
な
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
な

か
、
な
ぜ
民
主
主
義
が
望
ま
し
い
か
に
言
及
し
た
高
等
学
校
教
科
書
『
公
共
』
が
出
来
し
て
い
る
こ
と
は
歓
迎
す
べ
き
展
開
で
あ
る
。
本
稿

の
議
論
は
、
こ
の
文
章
を
よ
り
深
く
理
解
す
る
の
に
資
す
る
で
あ
ろ
う
。
本
稿
の
冒
頭
で
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
記
さ
れ
た
丸
山
眞
男

の
文
章
を
引
用
し
た
が
、
最
後
に
『
公
共
』
の
文
章
を
引
用
し
て
、
本
稿
を
締
め
括
る
こ
と
に
し
た
い
。

民
主
主
義
に
よ
っ
て
、
つ
ね
に
望
ま
し
い
結
果
が
得
ら
れ
る
と
は
限
ら
な
い
。
そ
れ
で
も
民
主
主
義
に
よ
る
決
定
な
ら
ば
、
私
た
ち
が
納

得
し
て
受
け
入
れ
る
可
能
性
は
高
い
。
ま
た
、
た
と
え
ば
独
裁
者
に
よ
る
決
定
を
見
直
す
こ
と
は
難
し
い
が
、
民
主
主
義
な
ら
ば
、
何
か

問
題
が
あ
っ
た
と
き
に
は
見
直
す
こ
と
も
で
き
る
。（
間
宮
ほ
か
2022:40）
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＊

本
稿
の
草
稿
は
、
九
州
大
学
政
治
研
究
会
（
二
〇
二
四
年
一
〇
月
一
九
日
）、
民
主
主
義
理
論
研
究
会
（
二
〇
二
五
年
一
〇
月
七
日
）、
九
州
大
学
法
学
部
・

地
球
社
会
統
合
科
学
府
合
同
演
習
（
二
〇
二
五
年
一
〇
月
二
七
日
）
で
報
告
し
、
数
々
の
有
益
な
ご
助
言
を
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
感
謝
し
た
い
。

注（
１
)
こ
の
問
題
設
定
は
、
民
主
主
義
が
望
ま
し
い
こ
と
を
前
提
に
し
て
、
ど
の
よ
う
な
思
想
が
そ
れ
を
う
ま
く
基
礎
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
と
い
う
論
理

構
成
に
な
っ
て
い
る
。
ど
の
よ
う
な
思
想
が
望
ま
し
い
の
か
、
そ
の
思
想
か
ら
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
政
治
体
制
が
望
ま
し
い
の
か
、
と
い
う
論
理
構
成
に

は
な
っ
て
い
な
い
。
私
の
問
題
設
定
自
体
に
バ
イ
ア
ス
が
か
か
っ
て
い
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
し
か
し
、
民
主
主
義
の
基
礎
が
揺
ら
ぎ
始
め
て
い
る
と
は

い
え
、
民
主
主
義
の
望
ま
し
さ
に
同
意
す
る
人
は
依
然
と
し
て
多
い
で
あ
ろ
う
。
他
方
、
ど
の
よ
う
な
価
値
が
望
ま
し
い
か
に
関
し
て
は
、
合
意
に
達
す
る

こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
を
考
慮
し
て
、
自
覚
的
に
こ
の
問
題
設
定
に
し
て
い
る
こ
と
に
留
意
し
て
ほ
し
い
。

（
２
)
た
だ
し
、
道
具
的
価
値
論
と
非
道
具
的
価
値
論
を
対
置
し
、
非
道
具
的
価
値
論
に
内
在
的
価
値
論
を
含
め
る
見
解
も
あ
る
（
福
家
2022:7(10)）。
道
具

的
価
値
論
と
内
在
的
価
値
論
・
非
道
具
的
価
値
論
の
論
争
の
嚆
矢
と
な
っ
た
の
は
、『
政
治
哲
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』（
T
heJournalofPoliticalPhilosophy）

に
お
い
て
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
Ｊ
・
ア
ー
ネ
ソ
ン
と
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
Ｇ
・
グ
リ
フ
ィ
ン
が
道
具
的
価
値
と
非
道
具
的
価
値
に
関
す
る
論
争
を
繰
り
広
げ
た

こ
と
で
あ
ろ
う
。
ア
ー
ネ
ソ
ン
は
、
民
主
主
義
が
長
期
的
に
は
「
最
善
の
結
果
」
＝
「
個
人
の
重
要
な
道
徳
的
権
利
の
最
大
限
の
実
現
」
を
も
た
ら
す
と
し

て
、
民
主
主
義
を
道
具
論
的
に
正
当
化
し
た
が
（
A
rneson
2003）、
グ
リ
フ
ィ
ン
は
、
民
主
主
義
は
本
質
的
に
公
正
な
手
続
き
で
あ
る
と
し
て
、
民
主
主

義
を
非
道
具
論
的
に
正
当
化
し
た
（
Griffin
2003）。

（
３
)
田
畑
真
一
は
、
ジ
ョ
セ
フ
・
ラ
ズ
の
権
威
論
と
ジ
ェ
レ
ミ
ー
・
ウ
ォ
ル
ド
ロ
ン
の
「
公
正
な
意
思
決
定
手
続
き
」
論
の
あ
い
だ
の
論
争
に
遡
っ
て
、
民
主

主
義
の
価
値
論
争
を
概
観
し
て
い
る
（
田
畑
2021）。

（
４
)
た
だ
し
、
エ
ド
ゥ
ア
ル
ト
・
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、
民
主
主
義
は
「
社
会
主
義
を
か
ち
と
る
た
め
の
手
段
」
で
あ
る
と
同
時
に
「
目
的
」
で
も
あ
る
と

し
て
い
る
（
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
1974:188）。

（
５
)
道
具
的
価
値
論
に
は
、
基
本
的
権
利
を
保
護
す
る
手
段
と
し
て
民
主
主
義
を
正
当
化
す
る
リ
チ
ャ
ー
ド
・
Ｊ
・
ア
ー
ネ
ソ
ン
の
議
論
も
あ
る
（
A
rneson

1993:118-125）。
し
か
し
、
ア
ー
ネ
ソ
ン
の
議
論
は
十
分
に
展
開
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
た
め
、
こ
こ
で
は
採
り
あ
げ
な
い
。

（
６
)
日
本
で
は
、
田
畑
真
一
が
エ
ス
ト
ラ
ン
ド
の
認
識
的
民
主
主
義
論
を
紹
介
・
評
価
し
て
い
る
ほ
か
（
田
畑
2017;田
畑
2021）、
内
田
智
や
坂
井
亮
太
が

認
識
的
民
主
主
義
論
に
与
し
て
い
る
（
内
田
2019;坂
井
2022;坂
井
2026）。

（
７
)
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
Ｍ
・
エ
ス
ト
ラ
ン
ド
は
、何
が
適
格
で
あ
り
何
が
適
格
で
な
い
か
を
判
断
す
る
基
準
に
つ
い
て
は
明
確
に
し
て
い
な
い（
Estlund
2008:
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63-64）。

（
８
)
エ
レ
ー
ヌ
・
ラ
ン
デ
モ
ア
は
『
開
放
的
民
主
主
義
』
に
お
い
て
、
認
識
的
民
主
主
義
論
に
も
言
及
し
、
認
識
的
民
主
主
義
論
で
は
内
在
的
価
値
論
と
道
具

的
価
値
論
が
統
合
さ
れ
て
い
る
と
す
る
。
ラ
ン
デ
モ
ア
に
よ
れ
ば
、
認
識
民
主
主
義
論
で
は
、
良
い
結
果
を
も
た
ら
す
た
め
に
は
、
す
べ
て
の
人
々
が
平
等

な
条
件
で
包
摂
的
な
熟
議
・
投
票
に
参
加
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
民
主
主
義
の
内
在
的
価
値
（
政
治
的
平
等
）
と
道
具
的
価
値

（
良
い
結
果
）
が
統
合
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
（
Landem
ore2020:6-7）。
し
か
し
、
ラ
ン
デ
モ
ア
の
説
明
を
読
む
か
ぎ
り
、
政
治
的
平
等
は
民
主

主
義
の
内
在
的
価
値
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
良
い
結
果
を
も
た
ら
す
た
め
の
「
前
提
条
件
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る

（
Landem
ore
2020:7）。
ラ
ン
デ
モ
ア
の
認
識
的
民
主
主
義
論
は
、
ラ
ン
デ
モ
ア
の
意
図
に
反
し
て
、
民
主
主
義
の
道
具
的
価
値
論
で
あ
る
と
解
釈
さ
れ

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
９
)
た
だ
し
、
ア
ダ
ム
・
プ
シ
ェ
ヴ
ォ
ス
キ
は
、
民
主
主
義
の
価
値
を
内
在
的
価
値
で
あ
る
と
し
て
い
る
（
Przew
orski2024:5)。
し
か
し
プ
シ
ェ
ヴ
ォ
ス

キ
は
、
人
々
の
対
立
や
不
一
致
を
平
和
裏
に
処
理
す
る
最
善
の
方
法
と
し
て
、
民
主
主
義
を
最
小
主
義
的
に
擁
護
し
て
お
り
（
Przew
orski2024:12）、
通

常
の
用
語
法
に
従
え
ば
、
内
在
的
価
値
論
で
は
な
く
道
具
的
価
値
論
で
あ
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

（
10
)
民
主
的
平
和
論
の
萌
芽
は
、
共
和
政
で
は
戦
争
を
起
こ
す
の
に
慎
重
に
な
る
と
し
た
イ
マ
ヌ
エ
ル
・
カ
ン
ト
『
永
遠
平
和
の
た
め
に
』（
一
七
九
五
年
）

や
ト
ー
マ
ス
・
ペ
イ
ン
『
コ
モ
ン
・
セ
ン
ス
』（
一
七
七
六
年
）
に
見
ら
れ
る
（
カ
ン
ト
1985:32-33;ペ
イ
ン
1976:61-62）。
た
だ
し
、
共
和
政
同
士
で

は
戦
争
を
起
こ
す
の
に
慎
重
に
な
る
と
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
こ
の
点
で
民
主
的
平
和
論
と
異
な
っ
て
い
る
。

（
11
)
ハ
ワ
ー
ド
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
は
、
カ
ン
ト
を
援
用
す
る
マ
イ
ケ
ル
・
ド
イ
ル
や
フ
ラ
ン
シ
ス
・
フ
ク
ヤ
マ
で
さ
え
道
徳
的
議
論
で
は
な
く
経
験
的
議
論
の

色
彩
が
強
い
と
指
摘
し
て
い
る
（
W
illiam
s
2001:243-244）。

（
12
)
根
岸
（
1982）
の
注
を
見
る
か
ぎ
り
、
根
岸
の
民
主
主
義
論
は
誰
か
に
依
拠
し
た
も
の
で
は
な
く
、
彼
自
身
が
考
え
だ
し
た
も
の
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
蓮
見
二
郎
は
、
再
行
主
義
的
民
主
主
義
論
と
し
て
、
ダ
ー
レ
ン
ド
ル
フ
、
ポ
パ
ー
、
井
上
達
夫
、
施
光
恒
、
そ
し
て
根
岸
毅
を
比
較
し
、
根
岸
の
革
新

性
を
指
摘
し
て
い
る
（
蓮
見
2004:145-149）。

（
13
)
エ
レ
ー
ヌ
・
ラ
ン
デ
モ
ア
は『
民
主
的
理
性
』で
は「
自
身
の
間
違
い
か
ら
学
習
す
る
能
力
」の
重
要
性
を
指
摘
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
が（
Landem
ore

2013:240=
2025:下
201）、『
民
主
主
義
論
争
』
で
は
、
民
主
主
義
に
は
「
間
違
い
」
を
迅
速
に
「
訂
正
す
る
」
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
あ
る
と
指
摘
し
て

い
る
（
Brennan
and
Landem
ore
2022:235-236）。

（
14
)
内
田
智
は
、
epistem
ic
を
「
認
知
的
」
と
訳
し
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
「
認
識
的
」
に
統
一
し
て
い
る
。

（
15
)
た
だ
し
ア
ダ
ム
・
プ
シ
ェ
ヴ
ォ
ス
キ
は
、
参
加
や
熟
議
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
そ
も
そ
も
選
挙
に
す
ら
多
く
を
期
待
し
て
い
な
い
（
Przew
orski1999:

43-44.cf.Przew
orski2018:123-127
=
2021:163-167）。
プ
シ
ェ
ヴ
ォ
ス
キ
に
よ
れ
ば
、
そ
も
そ
も
民
主
主
義
に
は
限
界
が
あ
り
、
人
民
の
支
配
、
人
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民
の
た
め
の
支
配
で
は
あ
り
え
て
も
、
人
民
に
よ
る
支
配
で
は
あ
り
え
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
（
Przew
orski2010:166）。
そ
れ
ゆ
え
、
私
の
批
判
に
た

い
し
て
は
、
民
主
主
義
に
過
大
な
期
待
を
寄
せ
て
い
る
と
反
論
す
る
で
あ
ろ
う
。

（
16
)
そ
れ
以
外
の
重
要
な
論
者
と
し
て
は
、
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
Ｇ
・
グ
リ
フ
ィ
ン
（
Griffin
2003）、
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
（
A
nderson
2009）、

ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
リ
ン
ド
レ
ー
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
（
W
ilson
2019）
と
い
っ
た
名
前
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

（
17
)
た
だ
し
、
ト
マ
ス
・
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ー
ノ
は
「
民
主
主
義
へ
の
人
権
の
道
具
論
的
擁
護
」（
二
〇
一
一
年
）
で
は
、
民
主
主
義
の
内
在
的
価
値
よ
り
も
道

具
的
価
値
の
ほ
う
が
重
要
で
あ
る
と
し
て
い
る
（
Christiano
2011）。

（
18
)
ト
マ
ス
・
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ー
ノ
は
『
多
数
派
の
統
治
』
で
は
、
公
開
的
平
等
（
publicequality）
で
は
な
く
政
治
的
平
等
（
politicalequality）
を
提

唱
し
て
い
た
（
Christiano1996:Chapter2）。
た
し
か
に
、
publicity
/public/publicly
と
い
う
語
を
使
用
し
て
い
る
が
、
そ
の
意
味
内
容
は
公
開

的
平
等
論
に
お
け
る
public
と
は
異
な
る
（
Christiano
1996:60,69）。

（
19
)
ジ
ェ
イ
ク
・
ズ
ー
ル
は
『
序
列
』
の
書
評
論
文
に
お
い
て
、
コ
ロ
ド
ニ
ー
は
「
誰
を
も
支
配
し
な
い
Ⅱ
」
で
は
「
平
等
と
い
う
積
極
的
関
係
に
内
在
的

価
値
が
あ
る
」
と
し
て
い
た
が
、『
序
列
』
で
は
そ
の
立
場
か
ら
距
離
を
置
い
て
い
る
と
解
釈
し
て
い
る
。
そ
し
て
、「
社
会
的
平
等
に
賛
成
す
る
こ
と
と
社

会
的
不
平
等
に
反
対
す
る
こ
と
の
あ
い
だ
に
は
隙
間
（
daylight）
が
あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
見
分
け
が
つ
か
な
い
」
と
批
判
し
て
い
る
（
Zuehl2024:568

(10)）。

（
20
)
両
者
は
現
在
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
哲
学
部
の
同
僚
で
あ
る
が
、
二
人
の
あ
い
だ
に
も
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
相
違
が
あ
り
、
福
家
佑
亮
は
、

コ
ロ
ド
ニ
ー
が
「
平
等
」
に
着
目
す
る
の
に
た
い
し
て
、
ヴ
ィ
ー
ホ
フ
は
「
非
従
属
」
に
着
目
す
る
と
し
て
い
る
（
福
家
2019:83-84;福
家
2022:141-

143）。
他
方
、ゾ
ル
タ
ン
・
ミ
ク
ロ
ジ
は
、コ
ロ
ド
ニ
ー
が「
従
属
」（
subordination）に
反
対
す
る
の
に
た
い
し
て
、ヴ
ィ
ー
ホ
フ
は「
友
情
」（
friendship）

を
重
視
す
る
と
し
て
い
る
（
M
iklosi2025:670,673）。

（
21
)
｢著
者
性
」（
authorship）
と
い
う
概
念
は
、
ル
ソ
ー
『
社
会
契
約
論
』
第
二
編
第
六
章
の
文
章
に
由
来
し
て
い
る
。
そ
の
文
章
は
、
岩
波
文
庫
で
は
「
法

に
し
た
が
う
人
民
が
、
そ
の
作
り
手
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
（
ル
ソ
ー
1954:60）。

（
22
)
そ
れ
以
外
の
重
要
な
論
者
と
し
て
は
、
ダ
ニ
エ
ル
・
フ
ィ
ル
ポ
ッ
ト
（
Philpott1995）、
マ
リ
ア
・
パ
ウ
ラ
・
サ
ッ
フ
ォ
ン
と
ナ
ー
デ
ィ
ア
・
ウ
ル
ビ
ナ

テ
ィ
（
Saffon
and
U
rbinati2013）、
ア
ン
ナ
・
ス
テ
ィ
ル
ツ
（
Stilz
2016）、
ジ
ェ
イ
ク
・
ズ
ー
ル
（
Zuehl2016）、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
リ
ン
ド
レ
ー
・

ウ
ィ
ル
ソ
ン
（
W
ilson
2021）、
ア
ダ
ム
・
ラ
ヴ
ェ
ッ
ト
（
Lovett2021）、
ア
ダ
ム
・
ラ
ヴ
ェ
ッ
ト
と
ジ
ェ
イ
ク
・
ズ
ー
ル
（
Lovettand
Zuehl2022）、

ア
ン
ナ
・
ミ
リ
オ
ー
ニ
（
M
ilioni2024）
と
い
っ
た
名
前
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

（
23
)
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
Ｆ
・
ロ
ス
ト
ブ
ル
は
、
す
で
に
『
熟
議
型
自
由
―
―
批
判
理
論
と
し
て
の
熟
議
民
主
主
義
』（
二
〇
〇
八
年
）
に
お
い
て
、
熟
議
民

主
主
義
と
自
由
の
関
連
を
考
察
し
て
い
た
。
ロ
ス
ト
ブ
ル
の
「
熟
議
型
自
由
」（
deliberativefreedom
）
の
構
想
で
は
、
民
主
主
義
は
、
自
由
を
実
現
す
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る
た
め
の
道
具
的
価
値
を
有
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
自
体
が
自
由
の
一
部
を
な
し
て
お
り
、
内
在
的
価
値
を
有
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
た
。
す
な

わ
ち
、
熟
議
へ
の
参
加
者
と
し
て
の
地
位
が
尊
重
さ
れ
て
い
る
こ
と
自
体
が
自
由
を
実
現
し
て
い
る
と
見
な
さ
れ
る
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
（
Rostbøll

2008）。

（
24
)
日
本
で
は
、
小
林
卓
人
の
ほ
か
、
福
家
佑
亮
が
平
等
的
民
主
主
義
論
に
与
し
て
い
る
（
福
家
2019;福
家
2022）。

（
25
)
自
由
的
民
主
主
義
論
者
が
民
主
主
義
の
内
在
的
価
値
を
不
平
等
な
自
由
に
求
め
る
は
ず
は
な
く
、
当
然
、
平
等
な
自
由
に
求
め
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

た
だ
し
、
ジ
ェ
イ
ク
・
ズ
ー
ル
は
、
民
主
主
義
の
思
想
的
基
礎
を
自
由
（
自
己
決
定
、
自
律
）
と
平
等
に
求
め
、
両
者
は
独
立
し
て
い
る
が
絡
み
合
っ
て
も

い
る
と
し
て
い
る
（
Zuehl2016:27-32;Lovettand
Zuehl2022:495-497）。
こ
れ
に
た
い
し
て
、
マ
リ
ア
・
パ
ウ
ラ
・
サ
ッ
フ
ォ
ン
と
ナ
ー
デ
ィ
ア
・

ウ
ル
ビ
ナ
テ
ィ
は
、
民
主
主
義
の
思
想
的
基
礎
を
平
等
な
（
政
治
的
）
自
由
に
求
め
て
い
る
（
Saffon
and
U
rbinati2013:442-443,459-460）。
私
も
、

民
主
主
義
の
思
想
的
基
礎
を
自
由
と
平
等
で
は
な
く
、
平
等
な
自
由
に
求
め
た
い
。
自
由
と
平
等
と
い
う
定
式
に
は
、
民
主
主
義
に
は
直
接
結
び
つ
か
な

い
平
等
ま
で
含
ま
れ
て
し
ま
い
、
規
定
と
し
て
過
大
に
な
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
平
等
な
自
由
は
、
ハ
ン
ス
・
ケ
ル
ゼ
ン
に
遡
る
も
の
で

あ
る
。
ケ
ル
ゼ
ン
は
『
民
主
主
義
の
本
質
と
価
値
』
第
二
版
（
一
九
二
九
年
）
に
お
い
て
、
民
主
主
義
の
第
一
義
的
な
理
念
は
自
由
で
あ
り
、
平
等
は
「
消

極
的
・
形
式
的
・
二
義
的
な
も
の
に
過
ぎ
な
い
」
と
明
言
し
て
い
る
（
ケ
ル
ゼ
ン
2015:119）。「
万
人
は
可
能
な
限
り
、
そ
し
て
平
等
に
自、

由、

で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
万
人
は
国
家
意
志
形
成
に
参
与
、
し
か
も
平
等
に
参
与
す
べ
き
で
あ
る
」（
ケ
ル
ゼ
ン
2015:119）。

（
26
)
自
己
決
定
の
概
念
は
民
族
自
決
（
nationalself-determ
ination）
の
文
脈
で
用
い
ら
れ
て
き
た
が
、
対
内
的
に
は
民
主
主
義
の
文
脈
で
用
い
る
こ
と
も

で
き
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
ア
ン
ナ
・
ス
テ
ィ
ル
ツ
に
よ
れ
ば
、
自
己
決
定
の
対
外
的
側
面
（
民
族
自
決
）
は
、
自
己
決
定
の
対
内
的
側
面
（
民

主
主
義
）
に
寄
生
す
る
も
の
で
あ
る
。
外
国
が
干
渉
す
べ
き
で
は
な
い
の
は
、
そ
の
国
の
市
民
が
政
府
を
選
択
す
べ
き
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
と
い
う
（
Stilz

2016:98-99）。

（
27
)
た
だ
し
ア
ン
ナ
・
ス
テ
ィ
ル
ツ
は
、
集
合
的
自
己
決
定
が
必
ず
し
も
民
主
主
義
を
要
請
す
る
わ
け
は
な
く
、
歴
史
的
・
社
会
的
文
脈
に
よ
っ
て
は
非
民
主

主
義
（
た
と
え
ば
立
憲
君
主
制
）
が
集
合
的
自
己
決
定
的
で
あ
り
う
る
と
し
て
い
る
（
Stilz
2016:111;Stilz
2019:127-131）。

（
28
)
内
野
正
幸
は
『
民
主
制
の
欠
点
―
―
仲
良
く
論
争
し
よ
う
』
(二
〇
〇
五
年
)に
お
い
て
、
民
主
制
の
本
質
を
「
団
体
的
な
自
己
決
定
」
に
求
め
て
い
る
。

そ
し
て
、
留
保
を
付
し
つ
つ
も
、
あ
る
団
体
に
と
っ
て
何
が
望
ま
し
い
か
を
正
し
く
判
断
で
き
る
の
は
、
外
部
の
人
で
は
な
く
そ
の
団
体
と
そ
の
メ
ン
バ
ー

で
あ
る
と
し
て
い
る
（
内
野
2005:40）。
こ
れ
に
た
い
し
て
私
の
集
合
的
自
己
決
定
論
は
、
当
事
者
こ
そ
が
正
し
い
判
断
を
下
せ
る
と
い
う
前
提
に
依
拠

し
て
集
合
的
自
己
決
定
を
擁
護
す
る
も
の
で
は
な
い
。

（
29
)
間
接
的
な
集
合
的
自
己
決
定
に
関
し
て
、
私
は
、
市
民
に
よ
る
政
党
、
政
権
、
候
補
者
の
選
択
と
い
う
「
三
重
の
自
己
決
定
」
モ
デ
ル
を
提
示
し
た
（
岡

﨑
2009:8）。
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（
30
)
私
は
、
自
由
主
義
と
民
主
主
義
を
異
質
な
も
の
と
は
捉
え
て
い
な
い
よ
う
に
、
立
憲
主
義
と
民
主
主
義
も
異
質
な
も
の
と
は
捉
え
て
い
な
い
。
立
憲
主

義
と
は
、
憲
法
の
次
元
に
お
け
る
集
合
的
自
己
決
定
に
よ
り
、
法
律
・
条
例
の
次
元
に
お
け
る
集
合
的
自
己
決
定
を
制
約
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

立
憲
主
義
と
民
主
主
義
は
集
合
的
自
己
決
定
論
と
い
う
思
想
的
基
礎
を
共
有
し
て
お
り
、
集
合
的
自
己
決
定
論
が
立
憲
主
義
を
除
外
す
る
理
由
は
ま
っ
た

く
な
い
。

（
31
)
た
だ
し
、
個
別
的
な
政
策
が
及
ぼ
す
影
響
は
、
人
に
よ
っ
て
異
な
る
た
め
、
そ
の
政
策
の
影
響
を
よ
り
多
く
受
け
る
人
に
は
、
よ
り
大
き
な
発
言
権
（
た

と
え
ば
陳
情
や
説
明
会
な
ど
）
を
保
障
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
影
響
原
理
は
、
選
挙
に
お
け
る
平
等
な
発
言
権
と
、
そ
れ
以
外
の
政
治
参
加
に
関

す
る
不
平
等
な
発
言
権
を
と
も
に
擁
護
す
る
で
あ
ろ
う
。

（
32
)
小
林
卓
人
は
、
非
民
主
的
な
政
治
的
手
続
き
に
エ
ピ
ス
ト
ク
ラ
シ
ー
だ
け
で
な
く
ロ
ト
ク
ラ
シ
ー
も
含
め
て
い
る
（
小
林
2023:188）。
し
か
し
、
そ
も

そ
も
ロ
ト
ク
ラ
シ
ー
は
民
主
主
義
と
対
立
す
る
も
の
で
は
な
く
、
民
主
主
義
の
一
形
態
（
抽
選
制
民
主
主
義
な
い
し
抽
選
型
代
議
制
民
主
主
義
）
で
あ
る
と

捉
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
な
お
、集
合
的
自
己
決
定
論
が
ロ
ト
ク
ラ
シ
ー
と
は
相
い
れ
な
い
と
す
る
論
者
も
い
る
が（
Lafont2020:10,111,126,161-162;

Lovettand
Zuehl2022:486-487;Landa
and
Pevnick
2025:263-264）、
私
は
集
合
的
自
己
決
定
が
ロ
ト
ク
ラ
シ
ー
と
両
立
す
る
と
考
え
て
い
る
。

こ
の
点
は
別
稿
で
検
討
し
た
い
。

（
33
)
か
つ
て
は
新
書
に
お
い
て
も
民
主
主
義
の
思
想
的
基
礎
が
論
じ
ら
れ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
阿
部
斉
『
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
論
理
』（
一
九
七
三
年
）
や
福

田
歓
一
『
近
代
民
主
主
義
と
そ
の
展
望
』（
一
九
七
七
年
）
は
、
近
代
民
主
主
義
の
価
値
（
原
理
）
と
し
て
自
由
と
平
等
を
挙
げ
て
い
た
（
阿
部
1973:第

二
章
;
福
田
1977:113-126）。
他
方
、
宮
田
光
雄
『
現
代
日
本
の
民
主
主
義
―
―
制
度
を
つ
く
る
精
神
』（
一
九
六
九
年
）
は
集
合
的
自
己
決
定
に
相
当
す

る
も
の
を
挙
げ
て
い
た
。「
み
ず
か
ら
の
下
し
た
悪
し
き
決
定
は
、
そ
の
成
果
を
み
ず
か
ら
の
責
任
と
し
て
苅
り
と
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
し
て
も
、
な
お
何

ら
の
発
言
権
な
し
に
自
己
の
利
益
の
た
め
に
と
ら
れ
た
一
方
的
措
置
よ
り
も
好
ま
し
い
も
の
で
あ
る
」（
宮
田
1969:132-133）。
橋
爪
大
三
郎
『
政
治
の

教
室
』（
二
〇
〇
一
年
）
も
同
様
で
あ
る
（
橋
爪
2001:90-92）。
な
お
、
新
書
で
は
な
い
が
、
宇
野
重
規
／
田
村
哲
樹
／
山
崎
望
『
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
擁
護

―
―
再
帰
化
す
る
現
代
社
会
で
』（
二
〇
一
一
年
）
は
、「
再
帰
的
近
代
化
」
が
も
た
ら
す
諸
困
難
に
対
処
す
る
手
段
と
し
て
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
擁
護
し
て
い

る
（
宇
野
ほ
か
2011）。
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